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は じ め に

この「履修の手引」には，岡山大学に入学された皆さんが，教養教育科目を学ぶ上で必要な情報

が記載されています。

大学では，高校時代とは違い，入学した当初から自分自身で考え，選び，行動することが求

められます。大学で学ぶということは，自ら学ぶ，自主的に学ぶ態度，習慣をしっかり身につ

けていくことです。

例えば，授業時間割でみると，高校ではあらかじめ時間割のほとんどが決められ，選択の余

地はあまりなかったと思いますが，大学は，多くの授業科目の中から，一定のルールにのっと

って自分の勉強したい科目を調べ，選び，届け出，確認するといった作業を自分の意思で責任

を持って行わなければなりません。

岡山大学では，学部・学科・専攻ごとに「進級・卒業に必要な単位数」が定められています。

この条件を満たさないと，進級や卒業ができなくなりますので，この「履修の手引」及び学部

の「学生便覧」等を熟読した上に，各授業科目の内容が掲載された「シラバス」を活用して，

納得のいく学修計画を立ててください。

掲 示 の 確 認

学生の皆さんへの連絡は，基本的に掲示によって行います。

教養教育科目に関する掲示は，一般教育棟 A 棟１階掲示板により行います

ので，１日１回は確認するようにしてください。

教養教育科目「授業概要（シラバス）」や「履修の手引・授業時間表」は，

岡山大学のホームページ（HP）でも見ることができます。

PC から

http://www.okayama-u.ac.jp/
→「在学生・保護者の方」→「シラバス」

→「履修・成績等」→「教養教育履修の手引」

→「履修・成績等」→「教養教育授業時間表」
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主要なスケジュール

年間の大学の行事と入学当初の大事なスケジュールを示しています。よく確認してください。

＊＊＊ 平成２４年度（２０１２）学年暦・行事 ＊＊＊

年 月 日 学 年 暦 行 事

４月 １日(日) 学年始め，前期開始 新入生オリエンテーション
※時間・場所については，【See→「入学案内」９㌻】。

４月 １日(日)～ ７日(土) 春季休業

４月 ２日(月) 新入生TOEIC-IPテスト
※時間・場所については，【See→「入学案内」10㌻】。

４月 ２日(月)～ ６日(金) 新入生健康診断 【See→「入学案内」１１㌻】。

４月 ３日(火) 新入生TOEIC-IPテスト（追試）
新入生履修相談会
※時間・場所は新入生オリエンテーション時に案内します。

４月 ４日(水) 新入生主題科目抽選カード提出締切

４月 ８日(日) 入学式 新入生オリエンテーション
主題科目（前期開講）抽選結果発表
英語クラス分け結果発表

４月９日(月) 前期授業開始

４月初旬～５月上旬 履修登録【学務システム（Web登録：学内パソコン）】

５月中旬 「種別英語」の履修希望科目登録（新入生のみ）
【学務システム（Web登録：学外パソコンからも可）】

７月下旬～８月上旬 《前期末試験》授業時間内で適宜実施

８月１日(水)～９月３０日(日) 夏季休業

８月下旬～９月下旬 主題科目抽選登録（後期開講）
【学務システム（Web登録：学外パソコンからも可）】

９月末 主題科目（後期開講）抽選結果発表

９月３０日(日) 前期終了

１０月 １日(月) 後期開始 後期授業開始

９月中旬～１０月上旬 履修登録【学務システム（Web登録：学内パソコン）】

１２月２５日(火)～ 冬季休業
平成２５年１月７日(月)

１月１８日(金) 大学入試センター試験実施に伴う臨時休講

１月下旬～２月上旬 《後期末試験》授業時間内で適宜実施

３月２５日(月) 学位記授与式

３月３１日(日) 後期終了，学年終了

３月初旬～４月初旬 主題科目抽選登録（前期開講）

【学務システム（Web登録：学外パソコンからも可）】
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曜日 曜日
月 月

1日～7日 春季休業 　 　
1日 新入生オリエンテーション
2日 ＴＯＥＩＣ－ＩＰテスト 8日 体育の日
3日 履修相談会 注：10日 月曜日の授業を行う。
8日 入学式，新入生オリエンテーション

9日 授業開始
  22日 開学記念日

29日 昭和の日
30日 振替休日

注：1日 月曜日の授業を行う。
注：2日 金曜日の授業を行う。 3日 文化の日

3日 憲法記念日
4日 みどりの日
5日 こどもの日

22日 午前：補講日
22日 午後：臨時休業（大学祭準備）
23日 勤労感謝の日
26日 全日：臨時休業（大学祭後片付け）

注：27日 月曜日の授業を行う。

　 　
23日 天皇誕生日
24日 振替休日

25日～1月7日 冬季休業

1日 元日

注：7日 冬期休業であるが授業を行う。
14日 成人の日

注：15日 金曜日の授業を行う。
16日 海の日 18日 センター試験実施に伴う

臨時休講
19日・20日 大学入試ｾﾝﾀｰ試験

  　
　 　

　 　

  　 　
1日～9月30日 夏季休業 　 　

3日～4日 オープンキャンパス 11日 建国記念の日
13日～15日 補講日

6日～8日 補講日 13日～3月31日 臨時休講
13日～15日 夏季一斉休業

　
25日・26日 一般入試（前期日程）

17日 敬老の日 20日 春分の日
22日 秋分の日

  25日 卒業式
  

5月1日を含む 5月2日を含む 　1月15日を含む

 

休業日及び臨時休講を示す。

　 他の曜日の授業を行う日又は休業日であるが授業を行う日を示す。

（学部によっては前後を含むことがある。）

16 授業週数（含試験）授業週数（含試験）前期計 16 16 16 16

9 10 11 12 13

29

16 後期計

21

16 1616 16

31

28 29 24 3028

30

2217

26 2723 24 25 26 27 25

23

12日 一般入試（後期日程）

16 17 18 19 20 21 22

16

9

12 13

5 6 7 87

1114

19 20

15

18

14 1510

2 3 4 5 6

3 月

1 2 臨時休講

8 3 4

9 月

1

24 2526 27 28 29 30 31

22

26 27 28

2325 17 18 19 20 21
月

【13】 【14】 【15】 16

19 20 21 22 23 24

8 9

12 13 14 15 16 17 18 10

1 2

5 【６】 【７】 【８】 9 10 11 3

4

2

4 5 6 7

11 12

　 　

8 月

1 2 3

　 　 　 　

27 28 29 30 3129 30 31

19

20 21 22 23 24 25 26

13 14 15 16 17 18

10 11 12

15 16 17 18 19 20 21
1

28

4 5

8 9 10 11 12 13 14

3

6 7 8 9

26 2723 24 25

7

30

1 2

7

1 2 3 4

22

5 6

28 2923 24 25 26 27

12 月

31

20 21 22

24 25 26 27 28 29 30

22 23 17 18 19

1316 10 11

17 18 19 20 21

1510 11 12 13

7 8

14 1514

9 6

1

3 4 5 6 7 8 5

2

16

3 42

9 12
6 月

1

1

4

3025 26 27 28

11
26 21 【22】 23 24

27 28 29 30 31

20 21 22 23 24 25

6

16 17

29

9

18 19 20

10

13 14 15 16 17 18 19
【23日～25日　　大学祭】

2 3

6 7 8 9 10 11 12 5

4 5

7 8

11 12 13 14 15
月5 月

1 2 3

4
23 24 25 26 27

29 30 31

18 19 20

22 23 24 25 26 27 22

10 11 12 13

15 16 17 18 19 17

3 4 5 6

8 9 10 11 12

1

14 7 8

21

2

9

14 15 16
月

13

20

28 21

28

5 6 7

10

土 備　　　　　　考

月

1 2 3 4

29 30

日 月 火 水 木 金火 水 木 金 土 備　　　　　　考

           10月10日及び11月27日を含む

月　 月

注：１日～2日は夏季休業日であるが授業を行う。

平成２４年度　　　教養教育科目  授業日程

前　　　　　　期 後　　　　　　期

日 月
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１．岡山大学における教育

１－１ 岡山大学の理念・目的・目標

“高度な知の創成と的確な知の継承”

人類社会を安定的，持続的に進展させるためには，常に新たな知識基盤を構築して

いかねばなりません。岡山大学は，公的な知の府として，高度な知の創成（研究）と

的確な知の継承（教育と社会還元）を通じて人類社会の発展に貢献します。

“人類社会の持続的進化のための新たなパラダイム構築”

岡山大学は，「自然と人間の共生」に関わる，環境，エネルギー，食料，経済，保健，

安全，教育等々の困難な諸課題に対し，既存の知的体系を発展させた新たな発想の展開

により問題解決に当たるという，人類社会の持続的進化のための新たなパラダイム構築

を大学の目的とします。

このため，我が国有数の総合大学の特色を活かし，既存の学問領域を融合した総合大

学院制を基盤にして，高度な研究とその研究成果に基づく充実した教育を実施します。

（1）研究の基本的目標

岡山大学におけるあらゆる活動の源泉は，先進的かつ高度な研究の推進にあります。

常に世界最高水準の研究成果を生み出すことをその主題とし，国際的に上位の研究機関

となるよう指向します。

（2）教育の基本的目標

岡山大学は，大学が要請される最重要な使命である教育活動を充実させます。

これまでの高度な研究活動の成果を基礎として，学生が主体的に“知の創成”に参画し

得る能力を涵養するとともに，学生同士や教職員との密接な対話や議論を通じて，個々

人が豊かな人間性を醸成できるように支援し，国内外の幅広い分野において中核的に活

躍し得る高い総合的能力と人格を備えた人材の育成を目的とした教育を行います。

教育理念

・自然と人間の共生を希求する。

・多様な文化・価値観を尊重する。

・地域と世界の発展に寄与する。

教育目標

・探究・創造する知性の育成 －自ら問いかけ学ぶ教育－

・豊かな教養と高度専門性の追求 －知の体系に根ざし専門を伸ばす教育－

・異文化理解に基づいた国際性の獲得 －様々な文化・民族に親和する教育－

・社会的責任を担いうる個の確立 －自己と他者を認め合う教育－

１．岡山大学の理念

２．岡山大学の目的

３．岡山大学の目標
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１．岡山大学における教育

１－２ 二つの大きなプログラム－「教養教育」と「専門教育」－

岡山大学の教育プログラムの１つは，所属する学部の違いを超えた共通の授業内容から成る

「教養教育」と，もう１つは，それぞれの学部に固有の授業内容から構成される「専門教育」

です。

岡山大学で，皆さんはまず教養教育科目を重点的に履修し，専門教育科目は主に２年次以降に

履修していくことになります。

ガイダンス科目

現代の課題

人間と社会
主題科目

健やかに生きる

自然と技術

教養教育科目

人文・社会科学

自然科学
個別科目

情報科学

生命・保健科学

英語

岡山大学の教育 ドイツ語

フランス語

中国語

外国語科目 韓国語

ロシア語

スペイン語

イタリア語

日本語（留学生用）

専門基礎科目

専門教育科目

専門科目
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１．岡山大学における教育

１－３ 大学で学ぶために

大学では，自分で授業を選び，自主的に学んでいく姿勢を持たなくてはなりません。そのため

の資料として，次のようなものが用意されています。

・『教養教育科目 履修の手引・授業時間表』（本冊子）

・各学部の『学生便覧』または『履修の手引』※名称は学部により異なることがあります。

・各学部の『授業時間割』※名称は学部により異なることがあります。

・『授業概要（シラバス）』※名称は学部により異なることがあります。

なお，シラバスには，次のとおり２種類のシラバスがあります。

本学のホームページから閲覧することができます。

http://www.okayama-u.ac.jp/
→「在学生・保護者の方」→「シラバス」

教養教育科目 このWebシラバスは，必要に応じて教員が随時内容を更新しますので，

シ ラ バ ス 冊子のものより最新となりますので，確認するようにしてください。

また，今年度開講する全ての教養教育科目を掲載している冊子を一般

教育棟Ａ棟２階学務企画課教養教育グループおよび各学部の教務学生担

当の窓口に備え付けています。

各学部ごとに作成したもので，専門教育科目に加え，今年度開講する

各学部シラバス 教養教育科目のうち，当該学部の学生が履修可能なもののみを抽出し，

掲載しています。ただし，学部によってはWeb上での閲覧のみとしてい

る場合があります。

シラバスには，授業担当教員名の他，主題キーワード，オフィスアワー，学習目標，授業の概

要，授業計画，受講要件，教科書，参考書等，成績評価，研究活動との関連，JABEEとの関係お

よびコメントなどが記載してあります。シラバスは，皆さんが授業科目を履修する際，準備学習

等を進めるための基本となるものです。また，授業の内容を事前に把握できるので，計画的・体

系的な授業科目の選択が可能となります。

皆さんが，大学を卒業するためには，それぞれの所属する学部学科等によって決められている

教養教育科目及び専門教育科目の卒業要件単位数を満たさなければなりません。

そのために，自分で履修計画を立てなければなりません。まず自分の時間割をつくる必要があ

ります。大学では，これまでと違って自由に授業を選べるわけですから，ひとりひとり違う時間

割があることになります。

受けてみたい授業が決まったら，履修の手続きが必要になりますが，必ず受けなければならな

い授業（必修科目）などが，学部学科等によって決まっているので，注意してください。

１．資料に目を通す
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１．岡山大学における教育

時間割と授業概要（シラバス）を見て受講する予定の授業を選びます。

受ける授業が決まったら，学内のパソコンでＷｅｂ（ウエブ）によって履修科目を登録します。

Ｗｅｂ履修登録の入力期間は，学部により異なりますので，掲示（所属学部の掲示板）に注意

してください。。

休講・補講・試験に関する情報などは，掲示によってお知らせします。教養教育科目については

一般教育棟Ａ棟１階の掲示板で確認するようにしてください。

補完的に岡山大学ホームページや学務システム（Ｗｅｂ）に情報を掲載します。

教養教育科目について分からないことがあったら,一般教育棟Ａ棟２階の学務企画課教養教育グ

ループで相談してください。

３．授業の登録

４．掲示

５．その他

２．時間割をつくる
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２．岡山大学における学び

岡山大学での学びについて少し理解できましたか？おそらく高校までとは違う印象を持た

れたのではないでしょうか。学ぶ内容が違えば方法も異なります。ここでは，大学の授業の

しくみについて説明します。

２－１ 学年暦

岡山大学の一年間は，高校と同じ４月から翌年３月までの年度方式をとっています。

平成２４年度の行事予定である学年暦や前期の皆さんに関係する大事なスケジュールは６㌻の主要な

スケジュールにあります。

２－２ 学年と学期（セメスター）

岡山大学では，１学年を「前期」と「後期」に２分割する２学期制をとっており，多くの授業は，

１科目について１５回行うことを基本としていて，学期ごとに完結するセメスター制を採用して

います。４年（８セメスター）ないし６年（１２セメスター）にわたる一貫教育を行っています。こ

のセメスター制の採用により，短期間の集中的な学習による履修効果の向上および授業科目数の増加

による選択の幅の拡大等を図っています。

学 年 ４月１日 ～ ３月３１日（翌年）

前 期 ４月１日 ～ ９月３０日

後 期 １０月１日 ～ ３月３１日（翌年）

【全学部】

１ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年

前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

１ｾﾒｽﾀｰ ２ｾﾒｽﾀｰ ３ｾﾒｽﾀｰ ４ｾﾒｽﾀｰ ５ｾﾒｽﾀｰ ６ｾﾒｽﾀｰ ７ｾﾒｽﾀｰ ８ｾﾒｽﾀｰ

【医学部医学科，歯学部および薬学部薬学科】

５ 年 ６ 年

前 期 後 期 前 期 後 期

９ｾﾒｽﾀｰ 10ｾﾒｽﾀｰ 11ｾﾒｽﾀｰ 12ｾﾒｽﾀｰ
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２．岡山大学における学び

２－３ 授業日程と授業時限

岡山大学の授業は，１科目１５回を毎週１回ずつ行うことが基本です。なお，期末試験を行う場合

は１６回となります。

また，１回の授業時間（１時限）は，９０分で１日５時限（夜間主コースは２時限）の授業が行わ

れます。時限ごとの授業時刻は次のとおりです。

＊＊＊ 授業時限（津島キャンパス） ＊＊＊

１時限目 ８：４０ ～ １０：１０

２時限目 １０：２５ ～ １１：５５

３時限目 １２：４５ ～ １４：１５

４時限目 １４：３０ ～ １６：００

５時限目 １６：１５ ～ １７：４５

夜間主コース

６時限目 １８：００ ～ １９：３０

７時限目 １９：４０ ～ ２１：１０

＊＊＊ 授業時限（鹿田キャンパス） ＊＊＊

１時限目 ８：４０ ～ １０：１０

２時限目 １０：２０ ～ １１：５０

３時限目 １３：００ ～ １４：３０

４時限目 １４：４０ ～ １６：１０

５時限目 １６：２０ ～ １７：５０

なお，授業科目によっては，時限を通して行うものや週２回開講するもの，集中講義で行うものな

どがありますので，注意してください。

２－４ 単位の基準

大学での履修は単位制度を基本としています。

１単位は，教員が教室等で授業を行う時間及び学生が事前・事後に教室外において準備学習・復習

を行う時間の合計で標準４５時間を要する教育内容をもって構成されています。

ただし，単位数は，個々の授業の種類や形態によって異なります。

岡山大学の教養教育科目については，次の基準により１単位が設定されています。なお，「大学の

授業による学習時間」には期末試験に要する時間を含みません。
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２．岡山大学における学び

岡山大学の教養教育科目については，次の基準により１単位が設定されています。

授業の種類・方法 大学の授業による学習時間 授業時間外の学習時間

講 義 １５時間 ３０時間

演 習 １５～３０時間 ３０～１５時間

実 験 ４５時間 ０時間

実 習 ３０時間 １５時間

注）１ 講義，演習および実習による授業は，１時限を２時間として取扱います。

２ 実験による授業は，２時限にわたって行い，３時間として取扱います。

通常，講義科目２単位を修得するためには，１回２時間（実質９０分間）の授業に１５回出席し，

当該授業に関する自学・自習・レポート作成等を行い，さらに試験等に合格することが必要です。

２－５ 成績の評価

岡山大学ではＧＰＡ制度を導入しています。ＧＰＡとは, Grade Point Average （グレード・

ポイント・アベレージ）の略で，欧米で一般的に行われている成績評価制度のことです。

ＧＰＡ制度の成績の表し方とＧＰ（ グレード・ポイント）の換算は次のとおりです。

評語 ＧＰ 評点（整数） 基 準 等

Ａ＋ ４ ９０～１００点

Ａ ３ ８０～８９点
合格（単位を授与する。）

Ｂ ２ ７０～７９点

Ｃ １ ６０～６９点

Ｆ ０ ０～５９点 不合格（単位を授与しない。）

Ｗ 対象外 付さない 履修登録後において，本学が別に定める履修取消期
間内に，履修取消手続きを行った授業科目

認定 対象外 付さない ① 入学前の既修得単位及び転学，編入学等の既修
得単位について，学部・研究科の判断により，本
学における授業科目の履修により修得したものと
みなし，単位を授与する場合

② 他の大学等において履修し修得した授業科目の
単位又は大学以外の教育施設等における学修につ
いて，学部・研究科の判断により，本学における
授業科目の履修により修得したものとみなし単位
を授与する場合で，評点により評価しがたい場合

修了 対象外 付さない 本学の開設する授業科目のうち，授業の特殊性に
鑑み，評点により評価しがたいもの，若しくは一定
の到達度をもって評価し単位を授与する場合

未修得 対象外 付さない 修了の評語をもって合格の評価とする授業科目で，
不合格（単位を授与しない。）とする場合
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２．岡山大学における学び

①成績不振の学生をいち早く発見し，アカデミック・アドバイザーの教員を中心に適切な指導を

行うこと。

②ＧＰＡを目安にして学生に履修登録科目数の自主規制を促し，計画的な履修を促すこと。

③学生に対して修得単位数だけでなく，個々の単位のレベルアップを図るよう喚起すること。

履修登録した科目ごとの５段階評価を，４から０までの点数（ＧＰ：Grade Point）に置き換え

て単位数を掛け，その総和を履修登録単位数の合計で割って算出します。

（履修登録した授業科目の単位数×当該授業科目のＧＰ）の総和

ＧＰＡ ＝

履修登録した授業科目の単位数の合計

ＧＰＡの実際の計算方法例

科目名 単位数（ａ） 評点 評語 ＧＰ（ｂ） ａ×ｂ

○○学概論 ２ ９５ Ａ＋ ４ ８

○○学要説 ２ ８５ Ａ ３ ６

□□学演習Ⅰ ２ ５５ Ｆ ０ ０

□□学演習Ⅱ ２ ７０ Ｂ ２ ４

△△基礎実験 １ ９０ Ａ＋ ４ ４

計 ９ ２２

上表の学生の場合

履修登録した授業科目の単位数の和＝９

（履修登録した授業科目の単位数×当該授業科目のＧＰ）の和＝２２

ＧＰＡ＝２２÷９＝２．４４

・評点を示さず，認定または修了によって単位を取得できる科目

・岡山大学以外で修得した科目を単位として認めたもの

・各学部によって定められた期間に履修取り消しの手続きを行った科目

この制度は，一旦履修登録した科目を取り消す制度で，履修登録をして授業に出たけれども

①授業の内容が自分が勉強したいものと違っていた

②授業に対する知識が不足していることに気づいた

③履修科目数を減らしたい

などといった理由から履修を取り消すことができる制度です。履修取消の手続きは，各学部の教務

学生担当窓口で行ってください。

ただし，この履修取消期間内に手続きを怠り，自ら履修を放棄した場合は，Ｆ評価（ＧＰ＝０）と

なり，ＧＰＡの対象となるので注意してください。

１．ＧＰＡ制度導入の目的

２．ＧＰＡの算出方法

３．ＧＰＡの対象とならない科目

４．履修登録取消制度とは
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２．岡山大学における学び

２－６ 特別な単位の認定

下記の者については，大学・短大等における既修得単位については認定されることがあります。

一部の学部・学科では，専門教育科目の既修得単位についても認めていますので，これらについては

各学部の教務学生担当窓口で確認してください。

１．大学または短期大学を卒業あるいは中途退学した者で，新たに第１年次に入学した者

２．編入学した者

岡山大学法学部夜間主コース，経済学部の夜間主コース及び薬学部の学生に対しては，本学が指定

した放送大学の開設科目を修得した場合，単位の認定が認められています。詳細については各学部の

教務学生担当窓口で確認してください。

外国語技能検定試験の成績により外国語科目の単位が次頁以降のとおり認定されます。該当する検

定試験に合格，あるいは所定の得点に達した場合に，単位の認定が認められています。ただし，これ

らの検定試験による単位の認定は１つの外国語につき８単位までとします。

岡山大学交換留学プログラム（ＥＰＯＫ）など，本学との交流協定に基づき外国の大学に留学した

場合には，留学先大学での修得単位が本学の修得単位として認定されることがあります。詳細につい

ては各学部の教務学生担当窓口で確認してください。

本学との単位互換協定に基づき，他大学や高等専門学校専攻科等の授業科目を履修した場合には，

他大学等で修得した単位が本学での修得単位として認定されることがあります。

岡山大学では，岡山県内の大学で構成する「大学コンソーシアム岡山」と「岡山オルガノン」の単

位互換協定に参加しており，また，津山工業高等専門学校とも単位互換協定を締結しています。これ

らの単位互換制度については，前期は４月第１週頃，後期は７月から９月中旬頃に履修生の募集を行

います。募集時期等の詳細については，掲示等でお知らせします。

その他の大学等についても，協定に基づき単位を認定するものがあります。詳細については各学部

の教務学生担当窓口で確認してください。

２－６－１ 入学前の既修得単位の認定

２－６－２ 放送大学の修得単位の認定

２－６－３ 外国語技能検定試験による単位の認定

２－６－４ 留学による単位の認定

認定については、転学、編入学等の場合を除き、本学にお

いて修得した単位以外のものについては、合わせて６０単位

を超えないものとします。

２－６－５ 他の大学・高等専門学校等との単位互換協定に基づく修得単位の認定
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外国語技能検定試験による単位の認定（平成２４年度以降入学者適用）

科 目
認 定 の 対 象 と す る

合 格 基 準 認 定 す る 授 業 科 目 ・ 単 位 数外 部 検 定 試 験 等

英 語 【英語関係Ⅰ】
Test of English for International Communication ５００～６４５点 別表第１附表－１の③から⑥の中より選択

（ＴＯＥＩＣ，ＩＰを含む） （ＯＴ３） ２単位

６５０～７９５点 別表第１附表－１の③から⑥の中より選択
（ＯＴ２） ４単位

実用英語技能検定 準１級
（英検）

国際連合公用語・英語検定試験 Ｂ級
（国連英検）

Test of English as a Foreign Language ５００点以上 別表第１附表－２の①から⑥の中より
（ＴＯＥＦＬ・ＰＢＴ，ＩＴＰを含む） 選択

Test of English as a Foreign Language １７３点以上 ４単位
（ＴＯＥＦＬ・ＣＢＴ）

Test of English as a Foreign Language ６１点以上
（ＴＯＥＦＬ・ｉＢＴ）

【英語関係Ⅱ】
Test of English for International Communication ８００点以上 英語（ネイティブ） ２単位

（ＴＯＥＩＣ，ＩＰを含む） （ＯＴ１） 及び
別表第１附表－１の③から⑥の中より選択

４単位

実用英語技能検定 １級
（英検）

国際連合公用語・英語検定試験 Ａ級
（国連英検）

Test of English as a Foreign Language ５５０点以上 別表第１附表－２の①から⑥の中より
（ＴＯＥＦＬ・ＰＢＴ，ＩＴＰを含む） 選択

Test of English as a Foreign Language ２１３点以上 ８単位
（ＴＯＥＦＬ・ＣＢＴ）

Test of English as a Foreign Language ７９点以上
（ＴＯＥＦＬ・ｉＢＴ）

ド イ ツ 語 ドイツ語技能検定試験 ５級 ドイツ語初級Ⅰ（文法）又は
（独検） ドイツ語初級Ⅰ（読本） ２単位

４級 ドイツ語初級Ⅰ（文法）
ドイツ語初級Ⅰ（読本）
ドイツ語初級Ⅱ（文法） ４単位
ドイツ語初級Ⅱ（読本）
ドイツ語初級Ⅰ（総合）

３級以上 ドイツ語初級Ⅰ（文法）
ドイツ語初級Ⅰ（読本）
ドイツ語初級Ⅱ（文法）
ドイツ語初級Ⅱ（読本） ８単位
ドイツ語初級Ⅰ（総合）
ドイツ語初級Ⅱ（総合）
ドイツ語中級

フランス語 実用フランス語技能検定試験 ５級 フランス語初級Ⅰ（文法）又は
（仏検） フランス語初級Ⅰ（読本） ２単位

４級 フランス語初級Ⅰ（文法）
フランス語初級Ⅰ（読本）
フランス語初級Ⅱ（文法） ４単位
フランス語初級Ⅱ（読本）
フランス語初級Ⅰ（総合）

３級以上 フランス語初級Ⅰ（文法）
フランス語初級Ⅰ（読本）
フランス語初級Ⅱ（文法）
フランス語初級Ⅱ（読本） ８単位
フランス語初級Ⅰ（総合）
フランス語初級Ⅱ（総合）
フランス語中級
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外国語技能検定試験による単位の認定（平成２４年度以降入学者適用）

科 目
認 定 の 対 象 と す る

合 格 基 準 認 定 す る 授 業 科 目 ・ 単 位 数
外 部 検 定 試 験 等

中 国 語 漢語水平考試（ＨＳＫ） １級 中国語初級Ⅰ（文法） 又は
（筆記試験のみ） 中国語初級Ⅰ（読本） ２単位

２級 中国語初級Ⅰ（文法）
中国語初級Ⅰ（読本）
中国語初級Ⅱ（文法） ４単位
中国語初級Ⅱ（読本）

３級以上 中国語初級Ⅰ（文法）
中国語初級Ⅰ（読本）
中国語初級Ⅱ（文法） ８単位
中国語初級Ⅱ（読本）
中国語中級

韓 国 語 韓国語能力試験 １級 韓国語初級Ⅰ（文法）
韓国語初級Ⅰ（読本）
韓国語初級Ⅱ（文法） ４単位
韓国語初級Ⅱ（読本）
韓国語初級Ⅰ（総合）

２級以上 韓国語初級Ⅰ（文法）
韓国語初級Ⅰ（読本）
韓国語初級Ⅱ（文法）
韓国語初級Ⅱ（読本） ８単位
韓国語初級Ⅰ（総合）
韓国語初級Ⅱ（総合）
韓国語中級

スペイン語 スペイン語技能検定 ６級 スペイン語初級Ⅰ（文法）又は
スペイン語初級Ⅰ（読本） ２単位

５級 スペイン語初級Ⅰ（文法）
スペイン語初級Ⅰ（読本）
スペイン語初級Ⅱ（文法） ４単位
スペイン語初級Ⅱ（読本）

４級以上 スペイン語初級Ⅰ（文法）
スペイン語初級Ⅰ（読本）
スペイン語初級Ⅱ（文法） ８単位
スペイン語初級Ⅱ（読本）
スペイン語中級

イタリア語 実用イタリア語検定 ５級 イタリア語初級Ⅰ（文法）又は
イタリア語初級Ⅰ（読本） ２単位

４級 イタリア語初級Ⅰ（文法）
イタリア語初級Ⅰ（読本）
イタリア語初級Ⅱ（文法）

４単位

イタリア語初級Ⅱ（読本）

３級以上 イタリア語初級Ⅰ（文法）
イタリア語初級Ⅰ（読本）
イタリア語初級Ⅱ（文法） ８単位
イタリア語初級Ⅱ（読本）
イタリア語中級

備考 １ 成績の取り扱いは「認定」とする。

２ 外部検定試験等による単位認定は，一外国語につき８単位を限度とする。

３ 英語に関しては，【英語関係Ⅰ】と【英語関係Ⅱ】は重複して単位認定の対象とする。

４ 外部検定試験等による単位認定は，同一科目名の繰り返し履修が可能な授業科目を除いて，一つの授業科目

について１回限りとする。
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別表第１附表－１（平成２４年度以降入学者適用）

項 番 授 業 科 目 名 備 考

① 経済実用英語 ・経済学部についてはＯＴ１，ＯＴ２及びＯＴ３（５００点以上）の認定対象科目

に含める

英語（工学部） ・工学部についてはＯＴ１（８００点以上）の認定対象科目に含める

② 英語（ネイティブ） ・薬学部についてはＯＴ２（６５０点～７９５点）の認定対象科目に含める

・工学部についてはＯＴ２（６５０点～７９５点）の認定対象科目に含める

③ 英語（オラコン）

ＯＴ１

④ 英語（作文・文法）

ＯＴ２

⑤ 英語（読解）

ＯＴ３

⑥ 英語（検定）

別表第１附表－２（平成２４年度以降入学者適用）

項 番 授 業 科 目 名

① 英語（文学部）

英語（教育学部）

英語（法学部）

経済実用英語

英語（理学部）

英語（基礎医用英語）

英語（工学部）

英語（環境理工１）

英語（環境理工２）

英語（環境理工３）

英語（環境理工４）

英語（ＭＰコース）

② 英語（ネイティブ）

③ 英語（オラコン）

④ 英語（作文・文法）

⑤ 英語（読解）

⑥ 英語（検定）
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外国語技能検定試験による単位の認定（平成２０年度～平成２３年度入学者適用）

科 目
認 定 の 対 象 と す る

合 格 基 準 認 定 す る 授 業 科 目 ・ 単 位 数外 部 検 定 試 験 等

英 語 【英語関係Ⅰ】
Test of English for International Communication ４７０～５８５点 別表第２附表－１の③から⑥の中より選択

（ＴＯＥＩＣ，ＩＰを含む） （ＯＴ３） ２単位

５９０～７２５点 別表第２附表－１の③から⑥の中より選択
（ＯＴ２） ４単位

実用英語技能検定 準１級
（英検）

国際連合公用語・英語検定試験 Ｂ級
（国連英検）

Test of English as a Foreign Language ５００点以上 別表第２附表－２の①から⑥の中より
（ＴＯＥＦＬ・ＰＢＴ，ＩＴＰを含む） 選択

Test of English as a Foreign Language １７３点以上 ４単位
（ＴＯＥＦＬ・ＣＢＴ）

Test of English as a Foreign Language ６１点以上
（ＴＯＥＦＬ・ｉＢＴ）

【英語関係Ⅱ】
Test of English for International Communication ７３０点以上 英語（ネイティブ） ２単位

（ＴＯＥＩＣ，ＩＰを含む） （ＯＴ１） 及び
別表第２附表－１の③から⑥の中より選択

４単位

実用英語技能検定 １級
（英検）

国際連合公用語・英語検定試験 Ａ級
（国連英検）

Test of English as a Foreign Language ５５０点以上 別表第２附表－２の①から⑥の中より
（ＴＯＥＦＬ・ＰＢＴ，ＩＴＰを含む） 選択

Test of English as a Foreign Language ２１３点以上 ８単位
（ＴＯＥＦＬ・ＣＢＴ）

Test of English as a Foreign Language ７９点以上
（ＴＯＥＦＬ・ｉＢＴ）

ド イ ツ 語 ドイツ語技能検定試験 ５級 ドイツ語初級Ⅰ（文法）又は
（独検） ドイツ語初級Ⅰ（読本） ２単位

４級 ドイツ語初級Ⅰ（文法）
ドイツ語初級Ⅰ（読本）
ドイツ語初級Ⅱ（文法） ４単位
ドイツ語初級Ⅱ（読本）
ドイツ語初級Ⅰ（総合）

３級以上 ドイツ語初級Ⅰ（文法）
ドイツ語初級Ⅰ（読本）
ドイツ語初級Ⅱ（文法）
ドイツ語初級Ⅱ（読本） ８単位
ドイツ語初級Ⅰ（総合）
ドイツ語初級Ⅱ（総合）
ドイツ語中級

フランス語 実用フランス語技能検定試験 ５級 フランス語初級Ⅰ（文法）又は
（仏検） フランス語初級Ⅰ（読本） ２単位

４級 フランス語初級Ⅰ（文法）
フランス語初級Ⅰ（読本）
フランス語初級Ⅱ（文法） ４単位
フランス語初級Ⅱ（読本）
フランス語初級Ⅰ（総合）

３級以上 フランス語初級Ⅰ（文法）
フランス語初級Ⅰ（読本）
フランス語初級Ⅱ（文法）
フランス語初級Ⅱ（読本） ８単位
フランス語初級Ⅰ（総合）
フランス語初級Ⅱ（総合）
フランス語中級
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外国語技能検定試験による単位の認定（平成２０年度～平成２３年度入学者適用）

科 目
認 定 の 対 象 と す る

合 格 基 準 認 定 す る 授 業 科 目 ・ 単 位 数
外 部 検 定 試 験 等

中 国 語 漢語水平考試（ＨＳＫ） １級 中国語初級Ⅰ（文法） 又は
（筆記試験のみ） 中国語初級Ⅰ（読本） ２単位

２級 中国語初級Ⅰ（文法）
中国語初級Ⅰ（読本）
中国語初級Ⅱ（文法） ４単位
中国語初級Ⅱ（読本）

３級以上 中国語初級Ⅰ（文法）
中国語初級Ⅰ（読本）
中国語初級Ⅱ（文法） ８単位
中国語初級Ⅱ（読本）
中国語中級

韓 国 語 韓国語能力試験 １級 韓国語初級Ⅰ（文法）
韓国語初級Ⅰ（読本）
韓国語初級Ⅱ（文法） ４単位
韓国語初級Ⅱ（読本）
韓国語初級Ⅰ（総合）

２級以上 韓国語初級Ⅰ（文法）
韓国語初級Ⅰ（読本）
韓国語初級Ⅱ（文法）
韓国語初級Ⅱ（読本） ８単位
韓国語初級Ⅰ（総合）
韓国語初級Ⅱ（総合）
韓国語中級

スペイン語 スペイン語技能検定 ６級 スペイン語初級Ⅰ（文法）又は
スペイン語初級Ⅰ（読本） ２単位

５級 スペイン語初級Ⅰ（文法）
スペイン語初級Ⅰ（読本）
スペイン語初級Ⅱ（文法） ４単位
スペイン語初級Ⅱ（読本）

４級以上 スペイン語初級Ⅰ（文法）
スペイン語初級Ⅰ（読本）
スペイン語初級Ⅱ（文法） ８単位
スペイン語初級Ⅱ（読本）
スペイン語中級

イタリア語 実用イタリア語検定 ５級 イタリア語初級Ⅰ（文法）又は
イタリア語初級Ⅰ（読本） ２単位

４級 イタリア語初級Ⅰ（文法）
イタリア語初級Ⅰ（読本）
イタリア語初級Ⅱ（文法）

４単位

イタリア語初級Ⅱ（読本）

３級以上 イタリア語初級Ⅰ（文法）
イタリア語初級Ⅰ（読本）
イタリア語初級Ⅱ（文法） ８単位
イタリア語初級Ⅱ（読本）
イタリア語中級

備考 １ 成績の取り扱いは「認定」とする。

２ 外部検定試験等による単位認定は，一外国語につき８単位を限度とする。

３ 英語に関しては，【英語関係Ⅰ】と【英語関係Ⅱ】は重複して単位認定の対象とする。

４ 外部検定試験等による単位認定は，同一科目名の繰り返し履修が可能な授業科目を除いて，一つの授業科目

について１回限りとする。
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別表第２附表－１（平成２０年度～平成２３年度入学者適用）

項 番 授 業 科 目 名 備 考

① 経済実用英語 ・経済学部についてはＯＴ１，ＯＴ２及びＯＴ３（４７０点以上）の認定対象科目

に含める

英語（工学部） ・工学部についてはＯＴ１（７３０点以上）の認定対象科目に含める

② 英語（ネイティブ） ・薬学部についてはＯＴ２（５９０点～７２５点）の認定対象科目に含める

・工学部についてはＯＴ２（５９０点～７２５点）の認定対象科目に含める

③ 英語（オラコン）

ＯＴ１

④ 英語（作文・文法）

ＯＴ２

⑤ 英語（読解）

ＯＴ３

⑥ 英語（検定）

別表第２附表－２（平成２０年度～平成２３年度入学者適用）

項 番 授 業 科 目 名

① 英語（文学部）

英語（教育学部）

英語（法学部）

経済実用英語

英語（理学部）

英語（基礎医用英語）

英語（工学部）

英語（環境理工１）

英語（環境理工２）

英語（環境理工３）

英語（環境理工４）

英語（ＭＰコース）

② 英語（ネイティブ）

③ 英語（オラコン）

④ 英語（作文・文法）

⑤ 英語（読解）

⑥ 英語（検定）
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３．教養教育の学び

教養教育科目では，皆さんが自ら考え行動するために必要な知の基本を培うことに重点が

置かれます。そのために，次のような科目区分設定されています。

教養教育科目では，開設されている授業科目を４つの科目区分（ガイダンス科目，主題科目，個別科

目，外国語科目）に分けています。それぞれの科目区分の中に各授業科目があります。

学生の皆さんは，所属する学部学科等によって定められている卒業要件に従って，それぞれの科目区

分から，授業科目を選んで履修し卒業に必要な単位を満たす必要があります。

ガイダンス科目

現代の課題

人間と社会
主題科目

健やかに生きる

自然と技術

教養教育科目

人文・社会科学

自然科学
個別科目

情報科学

生命・保健科学

英語

ドイツ語

フランス語

中国語

外国語科目 韓国語

ロシア語

スペイン語

イタリア語

日本語（留学生用）
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３．教養教育の学び

３－１ ガイダンス科目

ガイダンス科目は，皆さんが大学で主体的かつ能動的に学ぶために必要なスタディ・スキルを実践

を通して学習します。また，グループ学習を通してコミュニケーションについても学びます。

ガイダンス科目は，各学部あるいは学科・課程・コース単位に当該学部所属学生を対象として開講

するもので，他学部学生は履修できません。

３－２ 主題科目

教養教育の中核をなす主題に沿って，知および人間の存在に関わる基本的な問題を総合的に学びま

す。「現代の課題」，「人間と社会」，「健やかに生きる」及び「自然と技術」の４つの主題（テーマ）

によって構成され，それぞれの主題ごとに複数の授業科目を開講しています。

各学部学科等において定められた卒業要件に従って，履修する授業科目を選択してください。

現代の課題：各学問分野における先端的領域・分野，あるいは事物・事象についての現代的課題

に焦点をあてて考察する。

ｷｰﾜｰﾄﾞ

論理，真理，パラダイムの転換，知の創造，問題の解決

人間と社会：自己とは何か，また他者とどのような関係が成り立つのかを探求し，人間相互の関

係において形成される社会の仕組みや文化について考察する。

ｷｰﾜｰﾄﾞ

自己と他者，文化，芸術，宗教，歴史，法，政治，経済，国際関係

健やかに生きる：長寿社会を迎えて，心身共に健康を保ちながら，人間社会の相互関係の中で

よりよく生きていくあり方について考察する。

ｷｰﾜｰﾄﾞ

衣食住，生と死，医療，生命倫理，生命科学，保健，スポーツ，福祉

自然と技術：地球環境の仕組みを知り，人間が作り出す技術を自然との共生を図りながら，より

安全な生活を実現し，これを持続させる方策について考察する。

ｷｰﾜｰﾄﾞ

地域環境，科学技術，資源，産業，環境問題，技術と倫理，食料，人口

３－３ 個別科目

個別の学問分野の基礎知識や技能を，非専門の一般化した観点から学びます。

「人文・社会科学」，「自然科学」，「生命・保健科学」，「情報科学」で構成されています。

「人文・社会科学」

人文・社会科学関連の授業科目で，教養教育科目授業時間表及びシラバスで指定された時間帯で

履修することができます。
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３．教養教育の学び

「自然科学」

自然科学関連の授業科目で，教養教育科目授業時間表及びシラバスで指定された時間帯で履修す

ることができます。

⑴ 教養解析数理科学，教養線型数理科学

教養解析数理科学は，前期・水曜・１時限に２クラス，金曜・２時限に２クラスを開講

教養線型数理科学は，後期・水曜・１時限に２クラス，金曜・２時限に１クラスを開講

⑵ 実験科目

教養化学実験及び教養生物学実験は，履修希望者が多い場合，人数制限を行うことがあり

ます。履修希望者は掲示によるに指示に注意してください。

⑶ 補習教育

高等学校教育と大学教育の円滑な接続を図るため，個別科目「自然科学」の授業として，

「初等数学」「初等物理学」「初等化学」「初等生物学」の４科目を前期に開講し，高等学校

の当該科目の未履修者を主な対象にして補習授業を行っています。ただし，既修者で履修を

希望する者についても履修を認めます。

1)開講期別・曜日・時限・履修対象・開講科目

前期・月曜日１時限 履修対象学部： 教，理，医，歯，薬，環，農

開講科目 ： 初等物理学，初等生物学

前期・水曜日３時限 履修対象学部： 全学部

開講科目 ： 初等数学，初等物理学，初等化学，初等生物学

前期・金曜日３時限 履修対象学部： 文，法，経，工，ＭＰ

開講科目 ： 初等数学，初等生物学

※ただし，月１，金３については，履修対象学部以外の学部学生の履修も認めます。

2)履修対象者

新入生で，かつ，高等学校で当該科目（数学Ⅲ・Ｃ，物理Ⅱ，化学Ⅱ，生物学Ⅱ）を

未履修であった者とします。ただし，既修者で履修を希望する者についても，対象とし

ます。

3)クラス規模

各クラスは５０～６０名を標準として構成します。講義の初日に指定した教室におい

て履修説明を行いますので，必ず出席してください。

4)単位

補習授業科目（初等数学，初等物理学，初等化学，初等生物学）は，各２単位です。

「修了」の評語をもって単位を授与します。ただし，卒業要件単位としては算入されま

せん。

5)ＧＰＡ制・上限制・授業評価

補習授業を卒業要件単位外の授業科目として取り扱うことから，ＧＰＡ制・上限制の

対象とはしません。補習授業の効果の検証のため，授業評価アンケートの対象とします。
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３．教養教育の学び

「生命・保健科学」

生命・保健科学関連の授業科目で，教養教育科目授業時間表及びシラバスで指定された時間帯で
履修することができます。

(1) 健康・スポーツ科学

前・後期の水曜・１時限に開催する講義科目と水曜・3 時限には調査研究を含めた講義科目

があります。また，前期月曜・3 時限に実技を含めた講義科目があります。

例外として，通年で水曜日の 18 時 30 分から不定期に開講する授業があります。

(2) スポーツ実習Ａ ※同一科目名の繰り返し履修可

前期または後期の通常時間帯に開講する実技科目です。

(3) スポーツ実習Ｂ ※同一科目名の繰り返し履修可

集中授業形式で実施する実技科目です。

スノーケリング＆体験・ダイビングは，前期の集中授業として全学部を対象に開講します。

スノーボードは，後期の集中授業として全学部を対象に開講します。

各授業とも事前に履修者の抽選を行いますので，履修希望者はシラバス及び掲示に注意して

ください。

(4) スポーツ実習Ｄ ※同一科目名の繰り返し履修可

スポーツ系部活・サークル等においてスポーツ活動を週２回以上行っている学生が対象です。

科学的トレーニング法や理論について学び，スポーツトレーニングノートを用いて練習やトレ

ーニングを記録し，その内容等について話し合います。

履修希望者はシラバス及び掲示に注意し，オリエンテーションに必ず出席してください。

(5) スポーツ実習Ｅ ※同一科目名の繰り返し履修可

スポーツ・イベントやスポーツ教室の企画，運営，評価を体験し，他者のスポーツ活動の機

会を生み出し，支える意義と方法を学ぶ授業です。原則として，岡大生あるいは学外者対象の

イベント・教室を開催する必要があります（サークル等で従来行っている教室形式のイベント

でも可．その他，スポーツ教育センターで随時相談を受け付けています）。

後期集中での履修手続きになりますが，教室開催の時期によっては前期に活動する必要があ

ります。ついては履修を考えている人は 5 月末までにスポーツ教育センターに相談に来てくだ

さい。

(6) スポーツ実習Ｆ ※同一科目名の繰り返し履修可

スポーツ・ボランティアやスポーツ指導の体験を通じて，他の人のスポーツ実践を支える活

動の意義と方法を知る授業です。ボランティアや指導に際しては，計画を立てながら，活動記

録を残してもらいます。活動の場は次のようなところを用意しています。

・地域スポーツクラブにおける子どもたちのプレイ・リーダーとしての活動

・中学校等における運動部活動指導サポート（関わり方は相手校との調整をして決定します）

・その他，自分で見つけてきたスポーツ・ボランティア，スポーツ指導の機会

後期集中での履修手続きになりますが，活動は無理のないスケジュールで継続的に行う必要

があります。ついては履修を考えている人は 5 月末までにスポーツ教育センターに相談に来

てください。

「情報科学」

授業科目名には，「情報処理入門」，「情報処理」およびこれらに（情報機器の操作を含む）とい
う題目を付しているものがありますが，これらはすべて実習が伴う講義科目であり，あらかじめ学
部（学科・課程）や学生番号によってクラス分けを行って開講します。指定以外のクラスを履修す
ることはできません。

ただし，実習室とコンピュータの割り当ての都合上，入学者数が定員を超過した場合は，クラス
の指定を一部調整することがあります。

授業の初日に，指定以外の教室を使用することがありますので，掲示に注意してください。

この授業科目は，単位を修得できなかった場合の再履修や翌年度以降の履修は，原則としてでき
ません。
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３．教養教育の学び

３－４ 外国語科目

「英 語」

⑴ 学部教員が担当する英語

この授業は，所属する学部・学科対象の授業を履修してください。再履修の場合も同様です。

英語（文学部），英語（教育学部），英語（法学部），経済実用英語，英語（理学部），英語（医

学英語１），英語（医学英語２），英語（基礎医用英語），英語（歯学部），英語（薬学部１），

英語（薬学部２），英語（工学部），英語（環境理工１），英語（環境理工２），英語（環境理

工３），英語（環境理工４），英語（基礎農学英語），英語（ＭＰコース）

⑵ 英語（ネイティブ）

ネイティブスピーカーが英語のみで行う授業です。１年次に開講され，ＴＯＥＩＣスコアが

３５０点以上または基礎英語を４単位修得した場合に履修することができます。

ＴＯＥＩＣスコアが平成２４年度以降入学者は８００点以上，平成２３年度以前入学者は

７３０点以上の場合は，この科目は単位認定となり，履修することはできません。必ず各学部

の教務学生担当窓口で単位認定の手続きを行ってください。

⑶ 種別英語

種別英語は，英語教員が担当する授業で，２年次から開講（医学部医学科は１年次後期から

開講）されます。

履修希望科目申請を１年次の５月中旬頃行いますので，掲示に注意してください。

授業科目名 授 業 概 要

英語（オラコン） 英語のオーラルコミュニケーション（リスニング，スピーキング）

能力を伸ばすことを目的とします。ディクテーション，コンプリヘン

ション，ディベート，ディスカッション等の幅広い内容がありうる。

教材としては，テレビ・ラジオのニュース，映画等も含まれます。

英語（作文・文法） 既習の文法事項を復習し，定着させつつ，英語による表現能力の向

上をはかることを目的とします。

論文，エッセイ，手紙，Ｅ-mail等の書き方から日常会話に近い口

語的表現の指導までが含まれます。

英語（読解） 人文分野，社会分野及び自然分野の教材を用いて，英語を読む能力

を磨くことを目的とします。教材としては，言語，歴史，異文化理解，

社会科学，自然科学等に関するエッセイやインターネット上の情報，

あるいは新聞，雑誌等の時事英語，科学技術英語や医療英語の教科書

等も含まれます。

英語（検定） 実用英語検定，ＴＯＥＩＣ，ＴＯＥＦＬ等，外部検定試験に合わせ

た練習を行い，実用的な英語力の養成を目的をします。教材としては，

これらの試験に対応した問題集等も含まれます。
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３．教養教育の学び

⑷ 基礎英語 ※ 同一名科目の繰り返し履修可

基礎英語は，入学時ＴＯＥＩＣ－ＩＰテストにおいて，３５０点に達しなかった学生のため

の授業です。掲示により指定した教室において，履修説明会を開催し，履修クラス分けを行い

ますので必ず出席してください。「修了」の評語をもって単位を授与し，卒業要件単位として

は算入されません。

⑸ プレ上級英語・上級英語 ※ 同一名科目の繰り返し履修可

・平成２４年度以降入学者

プレ上級英語は，ＴＯＥＩＣスコアが４００点以上４９５点以下の場合に履修することがで
きます。また，上級英語は「Advanced skills English」と「Content English」の２種類が
あり，「Advanced skills English」はＴＯＥＩＣスコアが５００点以上，「Content English」
はＴＯＥＩＣスコアが６００点以上の場合に履修することができます。
ただし，上級英語の「検定対策クラス」は４００点未満でも履修することができます。
プレ上級英語及び上級英語は，ステップアップを目指す学生のために，発展的な内容を教え

ることを目的としています。【See→32㌻「プレ上級英語・上級英語リスト」】

・平成２０年度～平成２３年度入学者

ＴＯＥＩＣスコアが４３５点以上の場合に，上級英語として，平成２４年度から開講のプレ

上級英語及び上級英語を履修することができます。

ただし，上級英語の「検定対策クラス」は４３５点未満でも履修することができます。

上級英語は，ステップアップを目指す学生のために，発展的な内容を教えることを目的とし

ています。【See→40㌻「上級英語リスト」】

⑹ 英語特別演習

英語特別演習の授業は，すべて英語で行われます。１と２があります。なお，３，４年次生

が履修対象です。

・英語特別演習１ ※同一名科目の繰り返し履修可

日本社会の諸相，グローバル化，テクノロジー，ビジネス，環境問題など幅広いトピック

を扱います。

・英語特別演習２ ※同一名科目の繰り返し履修可

グループ討論，主要学術文献講読，リサーチ・ペーパー執筆，プレゼンテーション等を含

みます。履修者は主専攻を基にリサーチ・トピックを選びます。
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３．教養教育の学び

「初修外国語」

初めての外国語では，７つの言語が開講されていますので，関心に応じて履修してください。

ドイツ語，フランス語，中国語，韓国語，ロシア語，スペイン語，イタリア語

⑴ 初級

ア．初めて履修する場合は，教養教育科目授業時間表の「履修対象の学部，学科等」欄および

シラバスの指示に基づいて，前期と後期を通じて同一科目・時限・担当教員の授業科目（前

期＝初級Ⅰ，後期＝初級Ⅱ）を履修してください。

イ．再履修（一度履修したが，単位修得できなかった）の場合には，前期が未修得の場合は翌

年度の前期（初級Ⅰ），後期が未修得の場合は翌年度の後期（初級Ⅱ）を履修してください。

ウ.２つの授業タイプ（Ａ・Ｂ）がありますので選んで履修してください。

Ａ）「文法」と「読本」をそれぞれ週１回行う授業

Ｂ）週２回セットで集中的に学ぶ「総合」の授業

ドイツ語初級・・・月曜２限・木曜３限の授業（対象学部：工学部）

月曜４限・金曜２限の授業（対象学部：文学部）

火曜４限・木曜４限の授業（対象学部：全学部）

フランス語初級・・月曜４限・金曜２限の授業（対象学部：文学部）

火曜４限・木曜４限の授業（対象学部：全学部）

韓国語初級・・・・月曜４限・金曜２限の授業（対象学部：文学部）

月曜３限・水曜２限の授業（対象学部：医学部保健学科）

火曜４限・木曜４限の授業（対象学部：全学部）

スペイン語初級・・火曜３限・火曜４限の授業（対象学部：全学部）

木曜３限・木曜４限の授業（対象学部：全学部）

注意）Ｂタイプの授業は，例えば「月曜２限と木曜３限」の週２回の授業をセットで履修

することになり，「月曜２限」あるいは「木曜３限」片方だけの履修は認めませんの

で注意してください。対象学部が「全学部」となっている授業はどの学部の学生でも

履修できます。なお，スペイン語はＢタイプのみ開講です。

⑵ 中級 ※ 同一名科目の繰り返し履修可

１年次生でも，授業担当教員と相談の上，履修することができます。

履修を希望する者は，最初の授業に出席して，担当教員から履修の許可を受けてください。

「日本語（留学生用）」

履修について不明な点がある場合は，所属学部の教務学生担当事務に確認してください。

外国人留学生を履修対象としていますので，日本人学生の履修はできません。

29



ALC NetAcademy2（e-learning）の進め方（学生用） 
英語のリスニング、リーディング、TOEIC 対策にはスーパースタンダードコースをご活用

ください。医学英語＜基礎＞コースでは、医療関連英語のリスニングやリーディング練習、

一般的な医学語彙の音声と意味の確認ができます。 
 
1. ALC NetAcademy2 を立ち上げる。[岡山大学ホームページ]  [在学生・保護者の方]  [各

システムへの入り口]  [ALC NetAcademy2]（学習者編簡易マニュアル PDF へのリンクも

あります）  ログイン画面<https://odidp.cc.okayama-u.ac.jp/idp/Authn/UserPassword> 

＊教育用パソコン ID とパスワードを入力します。 
Login をクリックします。学外からもログインできます。 
 

2. レベル診断テストを受けよう。 
「コース名」から「スーパースタンダードコース」を選択します。 
「サブコース一覧へ」をクリックします。 
「サブコース名」から「レベル診断テスト」を選択します。 
「ユニット一覧」をクリックします。 
「01 語彙力診断テスト」を選び、指示に従ってテストを受けます（約 15 分）。 
 同じ要領で「リスニング力診断テスト」を受けます。 
「採点結果を表示する」をクリックし、レベルを確認します。 
レベル診断テストは繰り返し受けられます。 

 
3. リスニングの学習に入ろう。 
「サブコース一覧へ」をクリックし、「サブコース名」から「リスニング」を選択します。 
「あなたのお勧めレベル」が出ます。（例 〇〇 レベル２） 
 お勧めレベルに合わせて学習を進め、次のレベルをめざしましょう。 
 ユニットからレベルにあったユニットタイトルを選択します。 

学習を開始する をクリックします。 
 
 Step 1: First Listening 

音声に集中します。強く読まれる名詞や動詞に集中して聞いてみよう。 
 Step 2: Discovery  英語テキストや日本語テキストを表示して内容を理解します。 

Step 3: Quiz Time  Question 1‐Question 3 を解答します。 
Step 4: Sound Training   Speed Listening では、まず Normal Speed で聞いた後 

Fast Speed や Faster Speed で何度か聞きます。再び Normal Speed で聞くと、

ゆっくり聞こえるでしょう。キーボードで単語を入力し、ブランククイズに答え

ます。Shadowing では、聞こえてきた音声のまねをして声を出してみましょう。 
 Step 5: Review  もう一度、本文の内容を確認し、未習得の単語を覚えます。 
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各ユニット学習後、アドバンスモードに進むと、ディクテーション練習ができます。 

「終了」を押し、学習終了マークを付けてから、「はい」というボタンを押して終えます。 
（注）インターネットエクスプローラ右上の［×］マークで終えると、学習履歴が消え

てしまいます。右上の［×］マークは絶対に押さないようにしましょう。 
  e-learning の画面を終了するときは、最後に必ず ログアウト をクリックします。 
 
4. リーディングの学習に入ろう。 
「サブコース一覧へ」をクリックし、「サブコース名」から「リーディング」を選択します。 
「あなたのお勧めレベル」が出ます。（例 ○○○ レベル３） 
 お勧めレベルに合わせて学習を進めます。ユニットからレベルにあったユニットタイト

ルを選択します。学習を開始する をクリックします。 
 
 Step 1: First Reading まず集中して読みます。 
 Step 2: Discovery テキストを表示して内容を理解します 

Step 3: Quiz Time 解答し、結果を見ます 
 Step 4: Reading Training   Speed Reading では、チャンク読み・センテンス読み・ 

キーワード読みを試してから、スピード再計測をしてみましょう。 
     余力があれば、WPM（１分間に読める語数）を高く設定して挑戦してみよう。 
     Structural Training では、英文の構造を身につけるトレーニングをしてみよう。 
 Step 5: Review  もう一度、本文の内容を確認し、未習得の単語を覚えます。 
  
各ユニット学習後、アドバンスモードに進むと、ディクテーション練習ができます。 

「終了」を押し、学習終了マークを付けてから、「はい」というボタンを押して終えます。 
 
5. TOEIC®テスト演習で実力ののびを実感しよう。 

TOEIC®テスト演習に週１ユニットずつ挑戦しましょう。 
２時間かかる本試験を５分の１に縮小したものです。 

 
6. 道場（画面上部のバーの「道場」をクリック）で、語彙力を試そう。 
出題範囲でレベル（レベル 1~12）を選択し、「検索ボタン」をクリックします。 
ユニットの番号（ユニット[1]~[100]）をクリックするとテストが始まります。 
100 ユニット×10 問×12 レベル＝12,000 語の語彙チェックができます。 
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プレ上級英語・上級英語リスト（授業内容による分類）（平成２４年度以降入学者適用） 

 
注１．「プレ上級英語」は授業内容により 4 つのカテゴリーに分類されます。 
  ２．平成 24 年度入学者から、「検定対策」クラスを除き、「プレ上級英語」の履修要件が  
  TOEIC スコア 400 点以上 495 点以下となります。 
３．「上級英語」は授業内容により 5 つのカテゴリーに分類されます。 
４．平成 24 年度入学者から、「検定対策」クラスを除き、「上級英語」の履修要件が、TOEIC
スコア 500 点以上となります。 

５．「上級英語」は、スキル別の「Advanced skills English」では TOEIC スコア 500 点

以上、内容に焦点をあてる「Content English」では 600 点以上です。 
＊平成 19 年度以前の入学者にはこの履修要件は適用されません。 
＊カテゴリー（5）「検定対策」クラスは、すべての学年について TOEIC スコアによる

履修要件は適用されません。 
 ６．カテゴリーごとに、各担当者の授業の講義番号順に掲載しています。 
 ７．副専攻英語コース対象上級英語は、授業科目名ごとにまとめて掲載しています。 
 ８．同一の担当者による同一内容の授業をまとめて掲載しています。 
 ９．高い質と教育効果を確保するために人数制限をすることがあります。 
 10．授業内容、教科書、授業のレベル等、詳細については、シラバスをご覧ください。 
 

講義番号 
学期・ 
曜日・時限 

授業内容 

 
プレ上級英語 

 
（１）「リーディング養成」 
 
 
９１３４８３ 

９１３４８６ 

９１３４９１ 

 

 

 

 

 

前・水・２ 

後・月・４ 

後・木・３ 

（副専攻英語コース対象）プレ上級：リーディングと討論 

This course will aid students in developing their reading 
skills. In class students will work to improve reading skills 
such as predicting language, coping with unknown words, 
and remember vocabulary. Students will apply these skills 
to increase their reading speed and comprehension by 
reading simplified books. 
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（２）「リスニング力養成」 
 
 
９１３４８１ 

９１３４９２ 

９１３４８９ 

 

 

 

 

 

 

 

前・月・３ 

前・金・５ 

後・水・２ 

（副専攻英語コース対象）プレ上級：リスニングとスピーキ

ング 

Students will improve their listening skills by listening to 
materials on a variety of interesting topics. In class 
teachers will suggest a number of strategies and show 
students how to use the listening materials available. 
Students will also have opportunities to improve their 
real-life listening skills as they participate in discussions 
with their classmates. 

 
（３）「ライティング力養成」 
 
 
９１３４８４ 

９１３４８７ 

９１３４８８ 

 

 

 

 

前・水・３ 

後・月・５ 

後・火・２ 

（副専攻英語コース対象）プレ上級：ライティングと討論 

Students will improve their writing skills by writing in a 
variety of genres. In class students will learn about these 
genres and various writing strategies. They will also 
participate in discussion with other students and help 
them to revise and edit their work. 

 
（４）「スピーキング力養成」 
 
 
９１３４８２ 

９１３４８５ 

９１３４９０ 

 

 

 

前・火・２ 

前・木・１ 

後・木・１ 

（副専攻英語コース対象）プレ上級：スピーキングと討論 

This class allows students to discuss various topics using 
English in a group setting. The focus will be on developing 
speaking and listening skills in order to participate 
successfully in social interactions in English. 
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上級英語 
 
（１）「読解力養成」：文学作品・時事英語・映画・エッセイ・インターネット記事・演説・

ビジネス英語等の Reading に重点を置く授業 
 
９１３４０５ 
９１３４０６ 
９１３４３３ 
９１３４４５ 
 
 
 

前・月・３ 
前・月・５ 
後・月・２ 
後・水・３ 
 

 

 

（副専攻英語コース対象）アドバンスト イングリッシュ 
「リーディングと討論」 
This course will enable students to increase their reading 
speed and develop their reading skills. In class students 
will work to improve reading skills such as predicting 
language, coping with unknown words, and remembering 
vocabulary. Students will put these skills to use and 
increase their reading speed by reading simplified books. 

              

９１３４０２ 

 
前・月・２ 

 

 

 

（副専攻英語コース対象）コンテント イングリッシュ 「リ

ーディングと討論」 
In this content-based course, students develop their 
language skills by reading and talking about topics related 
to one theme. Students will improve their conversation 
and discussion skills by learning and practicing a variety 
of communication strategies. They will have opportunities 
to develop their critical thinking skills as they reflect on 
these topics and share their opinions orally and in writing 
with their classmates and teacher. For details on the 
actual content of the class, please refer to the online 
syllabus. 

９１３４４７ 後・金・１ 頭脳と記憶の仕組み、生態系の変化、代替エネルギー、等の

話題について書かれたテキストを読み進め、英文を論理的に

理解する力を養う。また「エコノミスト」誌に掲載される最

新の科学技術に関する問題について考える。資料はプリント

で提供します。 
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９１３４２２ 
９１３４５３ 

前・水・３ 
後・水・３ 

授業は医療分野の語彙の導入、医療記事の読解を中心に展開

するが、併せてカルテの読み方、症例報告の書き方、専門用

語と日常語の違いなど、現場で役立つ英語を学習する。  

９１３４１３ 前・月・５ 英語で書かれた短編小説を読む。毎回読み切れるように 4 ~ 

10 頁程度の作品を取り上げる。作品全体の理解が目標なの

で、訳読・訳出は基本的に行わない。試験形式で先ず初見の

作品を読み、その結果を提出してもらって翌週までに採点を

して返却する。二週目に行う解説を参考にして、短時間であ

る分量の英文を処理する能力の開発に役立てていく。意欲と

決意が無いと単位の取得すら困難となる。 

９１３４０８ 
９１３４１７ 
９１３４３５ 
９１３４４４ 

前・月・５ 
前・水・３ 
後・月・５ 
後・水・３ 

標準的な英語の報道・論説文を読む能力と習慣を身につける

ことを目的に、毎回、TOEIC 教材を用いてリスニング練習を

行った後、時事的な内容の英文（プリント配布）を読む。検

定対策クラスではないので注意のこと。 
９１３４６６

９１３４２９ 
９１３４５０ 
 

前・水・３ 
前・金・５ 
後・水・３ 

授業前半では、古今東西の名文を取り上げ、心に残る英語名

文を精読、音読することによって、国際的教養を養うととも

に英語力の向上を図ります。授業後半では、各自のレベルや

興味に合わせて英語本を大量に読む多読演習を行います。 
９１３４６７ 
 
 

後・月・５ 
 

文系の大学院受験をめざしたリーディング力養成のクラスで

す。様々な専門分野の英語を精読、訳読していき、英文和訳

が中心となっている大学院入試問題への対策を行います。 
 
（２）「リスニング力養成」：CD・カセットテープ・ビデオ・DVD 教材等を利用する Listening
に重点を置く授業 
 
９１３４１６ 
９１３４５９ 
 
 
 
 
 
 
 
 

前・水・３ 
後・金・５ 
 
 
 
 
 
 
 
 

（副専攻英語コース対象）アドバンスト イングリッシュ：

「リスニングとスピーキング」 

Students will improve their listening skills by listening to 
materials on a variety of interesting topics. In class 
teachers will suggest a number of strategies and show 
students how to use a variety of materials. Students will 
also have opportunities to improve their real-life listening 
skills as they participate in discussing with their 
classmates. 
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９１３４２８ 
９１３４３４ 
９１３４５５ 

前・木・３ 
後・月・４ 
後・木・３ 

（副専攻英語コース対象）コンテント イングリッシュ 

「リスニングとスピーキング」 

In this content-based course, students develop their 
language skills by learning about topics related to one 
theme. Students will improve their listening and 
discussion skills by learning and practicing a variety of 
communication strategies. They will have opportunities to 
develop their critical thinking skills as they reflect on 
these topics, and share their opinions orally and in writing 
with their classmates and teacher. For details on the 
actual content of the class, please refer to the online 
syllabus. 

 

９１３４３１ 
９１３４５７ 

前・金・５ 
後・金・５ 

DVD 教材を使用した授業です。太陽光の利用、地球環境の変

化など、人と自然の関わりに焦点を当てたストーリーに対す

る理解を深めながら英語運用能力を高めます。授業内の指示

等は原則として英語で行います。 

９１３４１９ 前・水・３ 一度はどこかで聞いたことがある有名なポップスソングを通

して、英語特有の音声変化やリズムに親しみ、英語の総合的

な力をバランス良く向上させる。 

９１３４１１ 
９１３４４９ 

前・月・５ 
後・水・３ 

将来北米およびカナダに留学をする際受験する TOEFL ITP
のテスト対策だけでなく、英語運用能力を総合的に高めて、

確実に英語力をつけていく。また Criterion というオンライ

ンライティング評価ツールを使用して、TOEFL ライティン

グにも取り組み、ライティング力もつけていく。 
 
（３）「語彙・文法・作文力養成」：Writing に必要な語彙・文法・作文技術等の習得に重点

を置く授業 
 
９１３４０１ 
９１３４２７ 
９１３４５４ 
 

前・月・２ 
前・木・３ 
後・木・１ 
 

（副専攻英語コース対象）（アドバンスト イングリッシュ：

「ライティングと討論」 
Students will improve their writing skills by writing in a 
variety of genres. In class students will learn about these 
genres and various writing strategies. They will also 
participate in discussions with other students and help 
them to revise and edit their work. 
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９１３４４６ 後・水・３ (副専攻英語コース対象）コンテント イングリッシュ 「ラ

イティングと討論」 
In this content-based course, students develop their 
language skills by wiring about topics related to one 
theme. Students will improve their writing and discussion 
skills by learning and practicing a variety of 
communication strategies. They will have opportunities to 
develop their critical thinking skills as they reflect on 
these topics and share their opinions orally and in writing 
with their classmates and teacher. For details on the 
actual content of the class, please refer to the online 
syllabus. 
 
 

 
９１３４１１ 
９１３４４９ 

前・月・５ 
後・水・３ 

将来北米およびカナダに留学をする際受験する TOEFL ITP
のテスト対策だけでなく、英語運用能力を総合的に高めて、

確実に英語力をつけていく。また Criterion というオンライ

ンライティング評価ツールを使用して、TOEFL ライティン

グにも取り組み、ライティング力もつけていく。 

 
（４）「発表技術・コミュニケーション力養成」：Presentation、Speaking 等、コミュニケ

ーションに必要な技術の習得に重点を置く授業 
 
９１３４０７ 
９１３４１５ 
９１３４３６ 
９１３４４３ 
 
 
 

前・月・５ 
前・水・２ 
後・月・５ 
後・水・２ 

（副専攻英語コース対象）アドバンスト イングリッシュ：

「スピーキングと討論」 

This class allows students to discuss various topics using 
English in a group setting. The focus will be on developing  
speaking and listening skills in order to participate in 
social interactions in English. 
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９１３４０３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前・月・３ （副専攻英語コース対象）コンテント イングリッシュ 「ス

ピーキングと討論」 
In this content-based course, students develop their 
language skills by talking about topics related to one 
theme. Students will improve their conversation and 
discussion skills by learning and practicing a variety of 
communication strategies. They will have opportunities to 
develop their critical thinking skills as they reflect on 
these topics and share their opinions orally and in writing 
with their classmates and teacher. For details on the 
actual content of the class, please refer to the online 
syllabus. 

９１３４２３ 前・火・５ 授業では米国の病院で実際に行われている症例報告記録ある

いは鑑別診断のプリントを使い、現場で使用される語彙や語

法に慣れることを目指す。また、ホットで興味深い医学記事

（英字新聞など）が入手できればそれを適宜プリントして読

む。 

９１３４３０ 

９１３４６８ 
 

前・金・５ 
後・水・３ 
 

この授業では、英語で様々なトピックについて調査と発表を

行い、エッセイとしてまとめる力を養成することを目標とし

ます。グループで協働しながら１つのトピックについてパワ

ーポイントを用いて発表し、クラスでディスカッションをし

ます。併せて、英語のエッセイライティングも学びます。 
 
（５）「検定対策」：TOEIC 試験対策等に重点を置く授業 
 
９１３４５８ 後・金・５ TOEIC 対策を行います。リスニング、文法ポイント、スト

ラテジーの確認と TOEIC 形式での演習が中心となります

が、背景に求められるもの、英語そのものについても考え

たいと思います。基礎から応用まで広く行います。 
９１３４２０ 
９１３４５２ 
 

前・水・3 
後・水・3 
 

授業内容：TOEIC の Reading Section に重点をおいて速読

による読解力を養うとともに、語彙や文法力の強化も計る。

Listening SectionではPart 1と 2を中心に短文の聞き取り

練習を行う。 
９１３４４０ 
 

後・月・5 
 

授業内容：TOEIC のための語彙力、文法に重点を置く。テ

キストは 400~500 点台の学生向けであるが、テスト形式に

慣れることに焦点を当てるので、この範囲外の学生の履修

も可能である。TOEIC のすべてのセクションの問題演習と

解説を行う。 
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９１３４１２ 
９１３４３８ 
９１３４２１ 
９１３４５１ 

前・月・５ 
後・月・５ 
前・水・３ 
後・水・３ 

TOEIC 受験のための集中対策クラス。Reading Section
を中心に速読力、語彙力、読解力の向上を目指します。

Listening Section については随時補助プリントを使って聴

解力の改善を行います。更なるスコアアップを目指す学生

のためのクラスです。 
９１３４２４ 
９１３４４８ 

前・水・３ 

後・水・３ 

 

検定試験を手段として英語力を高める。認知科学的手法と、

通訳訓練法の応用を含む multi-competence（多言語運用能

力）を取り入れて模擬問題に取り組む。言語の背後にある

文化的素養も培う。TOEIC730 点相当以上の英語力を目指す

意欲に期待したい。 

９１３４６５ 
 
 
 

前・月・５ 
 

TOEIC 対策のためのリスニング演習、リーディングの読解

力および語彙力養成を中心にした授業です。テスト形式に

慣れ、スピードを持って効率よく時間配分できるように模

擬問題にも取り組みます。 
９１３４１０ 
９１３４３９ 
 
 
 

前・月・５ 
後・月・５ 

TOEIC 受験のための集中対策クラス。Reading Section
を中心に速読力、語彙力、読解力の向上を目指します。併 
せて、Listening Section についても問題に取り組みながら、

聴解力の改善を行います。更なるスコアアップを目指す学 
生のためのクラスです。 
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上級英語リスト（授業内容による分類）（平成２０年度～平成２３年度入学者適用） 

 
注１．「上級英語」は授業内容により 5 つのカテゴリーに分類されます。 

  ２．平成 20 年度入学者から、「検定対策」クラスを除き、「上級英語」の履修要件が、TOEIC
スコア 435 点以上となります。 
＊平成 19 年度以前の入学者にはこの履修要件は適用されません。 
＊カテゴリー（5）「検定対策」クラスは、すべての学年について TOEIC スコアによる

履修要件は適用されません。 
 ３．カテゴリーごとに、各担当者の授業の講義番号順に掲載しています。 
 ４．副専攻英語コース対象上級英語は、授業科目名ごとにまとめて掲載しています。 
 ５．同一の担当者による同一内容の授業をまとめて掲載しています。 
 ６．高い質と教育効果を確保するために人数制限をすることがあります。 
 ７．授業内容、教科書、授業のレベル等、詳細については、シラバスをご覧ください。 
 

講義番号 
学期・ 
曜日・時限 

授業内容 

 
上級英語 

 
（１）「読解力養成」：文学作品・時事英語・映画・エッセイ・インターネット記事・演説・

ビジネス英語等の Reading に重点を置く授業 
 
９１３４０５ 
９１３４０６ 
９１３４１４ 
９１３４３３ 
９１３４６３ 
９１３４４５ 
９１３４５６ 
 
 

前・月・３ 
前・月・５ 
前・水・２ 
後・月・２ 
後・月・４ 
後・水・３ 
後・木・３ 

 

 

（副専攻英語コース対象）「リーディングと討論」 
This course will enable students to increase their reading 
speed and develop their reading skills. In class students 
will work to improve reading skills such as predicting 
language, coping with unknown words, and remembering 
vocabulary. Students will put these skills to use and 
increase their reading speed by reading simplified books. 
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９１３４０２ 

 
前・月・２ 

 
（副専攻英語コース対象）「リーディングと討論」 
In this content-based course, students develop their 
language skills by reading and talking about topics related 
to one theme. Students will improve their conversation 
and discussion skills by learning and practicing a variety 
of communication strategies. They will have opportunities 
to develop their critical thinking skills as they reflect on 
these topics and share their opinions orally and in writing 
with their classmates and teacher. For details on the 
actual content of the class, please refer to the online 
syllabus. 

９１３４４７ 後・金・１ 頭脳と記憶の仕組み、生態系の変化、代替エネルギー、等の

話題について書かれたテキストを読み進め、英文を論理的に

理解する力を養う。また「エコノミスト」誌に掲載される最

新の科学技術に関する問題について考える。資料はプリント

で提供します。 

９１３４２３ 前・火・５ 授業では米国の病院で実際に行われている症例報告記録ある

いは鑑別診断のプリントを使い、現場で使用される語彙や語

法に慣れることを目指す。また、ホットで興味深い医学記事

（英字新聞など）が入手できればそれを適宜プリントして読

む。 

 

９１３４２２ 
９１３４５３ 

前・水・３ 
後・水・３ 

授業は医療分野の語彙の導入、医療記事の読解を中心に展開

するが、併せてカルテの読み方、症例報告の書き方、専門用

語と日常語の違いなど、現場で役立つ英語を学習する。  

９１３４１３ 前・月・５ 英語で書かれた短編小説を読む。毎回読み切れるように 4 ~ 

10 頁程度の作品を取り上げる。作品全体の理解が目標なの

で、訳読・訳出は基本的に行わない。試験形式で先ず初見の

作品を読み、その結果を提出してもらって翌週までに採点を

して返却する。二週目に行う解説を参考にして、短時間であ

る分量の英文を処理する能力の開発に役立てていく。意欲と

決意が無いと単位の取得すら困難となる。 

９１３４０８ 
９１３４１７ 
９１３４３５ 
９１３４４４ 

前・月・５ 
前・水・３ 
後・月・５ 
後・水・３ 

標準的な英語の報道・論説文を読む能力と習慣を身につける

ことを目的に、毎回、TOEIC 教材を用いてリスニング練習を

行った後、時事的な内容の英文（プリント配布）を読む。検

定対策クラスではないので注意のこと。 
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９１３４６６

９１３４２９ 
９１３４５０ 
 

前・水・３ 
前・金・５ 
後・水・３ 

授業前半では、古今東西の名文を取り上げ、心に残る英語名

文を精読、音読することによって、国際的教養を養うととも

に英語力の向上を図ります。授業後半では、各自のレベルや

興味に合わせて英語本を大量に読む多読演習を行います。 
９１３４６７ 
 
 

後・月・５ 
 

文系の大学院受験をめざしたリーディング力養成のクラスで

す。様々な専門分野の英語を精読、訳読していき、英文和訳

が中心となっている大学院入試問題への対策を行います。 
 
（２）「リスニング力養成」：CD・カセットテープ・ビデオ・DVD 教材等を利用する Listening
に重点を置く授業 
 
９１３４０４ 
９１３４１６ 
９１３４６２ 
９１３４４２ 
９１３４５９ 
 
 
 
 

前・月・３ 
前・水・３ 
前・金・５ 
後・水・２ 
後・金・５ 
 
 
 
 

（副専攻英語コース対象）「リスニングとスピーキング」 

Students will improve their listening skills by listening to 
materials on a variety of interesting topics. In class 
teachers will suggest a number of strategies and show 
students how to use a variety of materials. Students will 
also have opportunities to improve their real-life listening 
skills as they participate in discussing with their 
classmates. 

 

９１３４２８ 
９１３４３４ 
９１３４５５ 

前・木・３ 
後・月・４ 
後・木・３ 

（副専攻英語コース対象）「リスニングとスピーキング」 

In this content-based course, students develop their 
language skills by learning about topics related to one 
theme. Students will improve their listening and 
discussion skills by learning and practicing a variety of 
communication strategies. They will have opportunities to 
develop their critical thinking skills as they reflect on 
these topics, and share their opinions orally and in writing 
with their classmates and teacher. For details on the 
actual content of the class, please refer to the online 
syllabus. 

 

９１３４３１ 
９１３４５７ 

前・金・５ 
後・金・５ 

DVD 教材を使用した授業です。太陽光の利用、地球環境の変

化など、人と自然の関わりに焦点を当てたストーリーに対す

る理解を深めながら英語運用能力を高めます。授業内の指示

等は原則として英語で行います。 

42



９１３４１９ 前・水・３ 一度はどこかで聞いたことがある有名なポップスソングを通

して、英語特有の音声変化やリズムに親しみ、英語の総合的

な力をバランス良く向上させる。 

９１３４１１ 
９１３４４９ 

前・月・５ 
後・水・３ 

将来北米およびカナダに留学をする際受験する TOEFL ITP
のテスト対策だけでなく、英語運用能力を総合的に高めて、

確実に英語力をつけていく。また Criterion というオンライ

ンライティング評価ツールを使用して、TOEFL ライティン

グにも取り組み、ライティング力もつけていく。 
 
（３）「語彙・文法・作文力養成」：Writing に必要な語彙・文法・作文技術等の習得に重点

を置く授業 
９１３４４６ 
 

後・水・３ 
 

（副専攻英語コース対象）「ライティングと討論」 
In this content-based course, students develop their 
language skills by writing about topics related to one 
theme. Students will improve their writing and discussion 
skills by learning and practicing a variety of 
communication strategies. They will have opportunities to 
develop their critical thinking skills as they reflect on 
these topics and share their opinions orally and in writing 
with their classmates and teacher. For details on the 
actual content of the class, please refer to the online 
syllabus. 
 

９１３４０１ 
９１３４２５ 
９１３４２７ 
９１３４３７ 
９１３４４１ 
９１３４５４ 

前・月・２ 
前・水・３ 
前・木・３ 
後・月・５ 
後・火・２ 
後・木・１ 

（副専攻英語コース対象）「ライティングと討論」 
Students will improve their writing skills by writing in a 
variety of genres. In class students will learn about these 
genres and various writing strategies. They will also 
participate in discussions with other students and help 
them to revise and edit their work. 

 
９１３４１１ 
９１３４４９ 

前・月・５ 
後・水・３ 

将来北米およびカナダに留学をする際受験する TOEFL ITP
のテスト対策だけでなく、英語運用能力を総合的に高めて、

確実に英語力をつけていく。また Criterion というオンライ

ンライティング評価ツールを使用して、TOEFL ライティン

グにも取り組み、ライティング力もつけていく。 
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（４）「発表技術・コミュニケーション力養成」：Presentation、Speaking 等、コミュニケ

ーションに必要な技術の習得に重点を置く授業 
 
９１３４０３ 
 
 
 
 

前・月・３ 
 

（副専攻英語コース対象）「スピーキングと討論」 

In this content-based course, students develop their 
language skills by talking about topics related to one 
theme. Students will improve their conversation and 
discussion skills by learning and practicing a variety of 
communication strategies. They will have opportunities to 
develop their critical thinking skills as they reflect on 
these topics and share their opinions orally and in writing 
with their classmates and teacher. For details on the 
actual content of the class, please refer to the online 
syllabus. 

９１３４０７ 
９１３４６１ 
９１３４１５ 
９１３４２６ 
９１３４３６ 
９１３４４３ 
９１３４６４ 

前・月・５ 
前・火・２ 
前・水・２ 
前・木・１ 
後・月・５ 
後・水・２ 
後・木・１ 

（副専攻英語コース対象）「スピーキングと討論」 
This class allows students to discuss various topics using 
English in a group setting. The focus will be on developing  
speaking and listening skills in order to participate in 
social interactions in English. 

 

９１３４２３ 前・火・５ 授業では米国の病院で実際に行われている症例報告記録ある

いは鑑別診断のプリントを使い、現場で使用される語彙や語

法に慣れることを目指す。また、ホットで興味深い医学記事

（英字新聞など）が入手できればそれを適宜プリントして読

む。 

９１３４３０ 

９１３４６８ 
 

前・金・５ 
後・水・３ 
 

この授業では、英語で様々なトピックについて調査と発表を

行い、エッセイとしてまとめる力を養成することを目標とし

ます。グループで協働しながら１つのトピックについてパワ

ーポイントを用いて発表し、クラスでディスカッションをし

ます。併せて、英語のエッセイライティングも学びます。 
 
（５）「検定対策」：TOEIC 試験対策等に重点を置く授業 
 
９１３４２０ 
９１３４５２ 
 

前・水・3 
後・水・3 
 

授業内容：TOEIC の Reading Section に重点をおいて速読

による読解力を養うとともに、語彙や文法力の強化も計る。

Listening SectionではPart 1と 2を中心に短文の聞き取り

練習を行う。 
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９１３４４０ 
 

後・月・5 
 

授業内容：TOEIC のための語彙力、文法に重点を置く。テ

キストは 400~500 点台の学生向けであるが、テスト形式に

慣れることに焦点を当てるので、この範囲外の学生の履修

も可能である。TOEIC のすべてのセクションの問題演習と

解説を行う。 
９１３４１２ 
９１３４３８ 
９１３４２１ 
９１３４５１ 

前・月・５ 
後・月・５ 
前・水・３ 
後・水・３ 

TOEIC 受験のための集中対策クラス。Reading Section
を中心に速読力、語彙力、読解力の向上を目指します。

Listening Section については随時補助プリントを使って聴

解力の改善を行います。更なるスコアアップを目指す学生

のためのクラスです。 
９１３４２４ 
９１３４４８ 

前・水・３ 

後・水・３ 

 

検定試験を手段として英語力を高める。認知科学的手法と、

通訳訓練法の応用を含む multi-competence（多言語運用能

力）を取り入れて模擬問題に取り組む。言語の背後にある

文化的素養も培う。TOEIC730 点相当以上の英語力を目指す

意欲に期待したい。 

 

９１３４６５ 
 
 
 

前・月・５ 
 

TOEIC 対策のためのリスニング演習、リーディングの読解

力および語彙力養成を中心にした授業です。テスト形式に

慣れ、スピードを持って効率よく時間配分できるように模

擬問題にも取り組みます。 
９１３４１０ 
９１３４３９ 
 
 
 

前・月・５ 
後・月・５ 

TOEIC 受験のための集中対策クラス。Reading Section
を中心に速読力、語彙力、読解力の向上を目指します。併 
せて、Listening Section についても問題に取り組みながら、

聴解力の改善を行います。更なるスコアアップを目指す学 
生のためのクラスです。 
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平成２４年度副専攻コース対象英語科目と講義番号（平成2４年度入学者用）

平成２４年度の副専攻対象英語科目 講義番号
科目 科目名 単 英語名：シラバスのキーワード欄に掲載 期別・曜日・時限
区分 位 （英語コースの科目名）

９１３４８２ 前・火・２
プレ上級英語 ２ Speaking and discussion ９１３４８５ 前・木・１

（スピーキングと討論） ９１３４９０ 後・木・１
９１３４０３ 前・月・３

上級英語 ２ ９１３４０７ 前・月・５

教 ９１３４１５ 前・水・２

９１３４３６ 後・月・５

９１３４４３ 後・水・２

養 プレ上級英語 ９１３４８１ 前・月・３

２ Listening with speaking ９１３４９２ 前・金・５

（リスニングとスピーキング） ９１３４８９ 後・水・２

教 ９１３４１６ 前・水・３

上級英語 ２ ９１３４２８ 前・木・３

９１３４３４ 後・月・４

育 ９１３４５５ 後・木・３

９１３４５９ 後・金・５

９１３４８３ 前・水・２

科 プレ上級英語 ２ Reading with discussion ９１３４８６ 後・月・４

（リーディングと討論） ９１３４９１ 後・木・３

９１３４０２ 前・月・２

目 ９１３４０５ 前・月・３

上級英語 ２ ９１３４０６ 前・月・５

９１３４３３ 後・月・２

９１３４４５ 後・水・３

９１３４８４ 前・水・３

プレ上級英語 ２ Writing with discussion ９１３４８７ 後・月・５

（ライティングと討論） ９１３４８８ 後・火・２

９１３４０１ 前・月・２

９１３４２７ 前・木・３
上級英語 ２ ９１３４４６ 後・水・３

９１３４５４ 後・木・１

専 英語特別 ２ Seminar A （セミナーA） ９１３４７１ 前・水・２

門 演習１ ２ Seminar B （セミナーB） ９１３４７２ 後・水・２

基 ２ Research project A ９１３４７３ 前・水・３

礎 英語特別 （リサーチ・プロジェクトA）

科 演習２ ２ Research project B ９１３４７４ 後・水・３

目 （リサーチ・プロジェクトB）

＊「プレ上級英語」「上級英語」（検定対策および E ラーニングクラスを除く）の履修要
件は、平成 24 年度入学者から、「プレ上級英語」が TOEIC スコア 400 点～ 495 点、「上
級英語」が 500 点以上となります。

＊「上級英語」の中には、TOEIC スコアが 600 点以上でないと履修できないクラスがあ
ります（Content English とシラバスのキーワード欄に記載してあります）。

＊「プレ上級英語」も「上級英語」も人数制限をすることがあります。
＊「英語特別演習１・２」は 3 ～ 4 年次対象です。
＊副専攻英語コースの修了要件は、「スピーキングと討論」「リスニングとスピーキング」
「リーディングと討論」「ライティングと討論」の 4 つの英語科目からそれぞれ 4 単位取
得することと、「セミナー A・B」「リサーチ・プロジェクト A・B」からそれぞれ 4 単
位取得することです。（詳しくは、「副専攻コース履修案内」を参照して下さい）

＊副専攻コースの修得単位の一部として、「プレ上級英語」は最大 4 単位まで参入できま
す。
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平成２４年度副専攻コース対象英語科目と講義番号（平成23年度以前入学者用）

科目 単 平成２３年度以前入学者用 講義番号

区分 科目名 位 副専攻英語コース 科目名 期別・曜日・時限

（シラバス参照）

９１３４６１ 前・火・２

９１３４２６ 前・木・１

Speaking and discussion A ９１３４６４ 後・木・１

上級英語 ２ （スピーキングと討論A） ９１３４０３ 前・月・３

Speaking and discussion B ９１３４０７ 前・月・５

教 （スピーキングと討論B） ９１３４１５ 前・水・２

９１３４３６ 後・月・５

９１３４４３ 後・水・２

９１３４０４ 前・月・３

養 ９１３４６２ 前・金・５

Listening with speaking A ９１３４４２ 後・水・２

上級英語 ２ （リスニングとスピーキングA） ９１３４１６ 前・水・３

Listening with speaking B ９１３４２８ 前・木・３

教 （リスニングとスピーキングB） ９１３４３４ 後・月・４

９１３４５５ 後・木・３

９１３４５９ 後・金・５

９１３４１４ 前・水・２

育 ９１３４６３ 後・月・４

Extensive reading with discussion A ９１３４５６ 後・木・３

上級英語 ２ （多読と討論A） ９１３４０２ 前・月・２

Extensive reading with discussion B ９１３４０５ 前・月・３

科 （多読と討論B） ９１３４０６ 前・月・５

９１３４３３ 後・月・２

９１３４４５ 後・水・３

９１３４２５ 前・水・３

目 Proc e s s w r i t i n g A ９１３４３７ 後・月・５

（プロセス・ライティングA） ９１３４４１ 後・火・２

上級英語 ２ Proc e s s w r i t i n g B ９１３４０１ 前・月・２

（プロセス・ライティングB） ９１３４２７ 前・木・３

９１３４４６ 後・水・３

９１３４５４ 後・木・１

専 英語特別 ２ Seminar A （セミナーA） ９１３４７１ 前・水・２

門 演習１ ２ Seminar B （セミナーB） ９１３４７２ 後・水・２

基 ２ Research project A ９１３４７３ 前・水・３

礎 英語特別 （リサーチ・プロジェクトA）

科 演習２ ２ Research project B ９１３４７４ 後・水・３

目 （リサーチ・プロジェクトB）

＊平成 20 年度～ 23 年度入学者は、TOEIC スコアが 435 点以上あれば「上級英語」の履修が

できます。人数制限をすることもあります。「英語特別演習１・２」は 3 ～ 4 年次対象です。

＊副専攻英語コースの修了要件は、「スピーキングと討論 A」「スピーキングと討論 B」「リス

ニングとスピーキング A」「リスニングとスピーキング B」「多読と討論 A」「多読と討論 B」
「プロセス・ライティング A」「プロセス・ライティング B」の８つの英語科目からそれぞ

れ 2 単位ずつ取得することと、「セミナー A・B」「リサーチ・プロジェクト A・B」からそ

れぞれ 4 単位取得することです。（詳しくは、「副専攻コース履修案内」を参照して下さい）
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４．授業の履修手続き

大学の授業を受講するためには，「履修登録」の手続きを行う必要があります。「この授業科目をうけま

すよ。」という意思表示する手続きのことです。高校では決められた時間割どおりに学習しますが，大学

では，皆さんの意思で，学習したい授業科目を選択できる「選択科目」があり，一定の範囲の自由度があ

ります。もちろん，卒業や資格取得にはこの授業科目の単位が絶対必要という「必修科目」がありますか

ら，注意が必要です。

また，履修に際しては，いろいろなルールがあります。以下の説明をよく読んで，皆さん自身の責任で

履修の制度を確認し，学習目的に沿った授業科目を選択してください。履修制度の勘違いや，登録漏れな

どによって，進級や卒業ができなかったり，卒業期が延びることもありますから気をつけてください。

履修登録は，各学期の授業開始時に，学務システム（Ｗｅｂ）から行います。

４－１ 履修登録に必要なもの

●岡大ＩＤ及びパスワード（入学時に大学から配布します。）

●教養教育科目授業時間表

●教養教育科目シラバス

４－２ 教養教育科目 授業時間表の見方

時限 科目区分 授業科目 講義番号 担当教員 履修対象の学部・学科等 教室

24年度入学者

1 主題科目（現代の課題） 914012 ○○ ○○ Bｸﾞﾙｰﾌﾟ（文・法・経・工・MP） A34

外国語科目 914051 △△ △△ 文（1-90） B31

個別科目 914052 □□ □□ 全 A32

２ １ ３

１ 学生番号 （ ）内の数字は，学生番号を省略して記載しています。

学生番号とは学生個人を表す番号で，学生証に８桁で表されています。出席カード，レポート，

試験の答案など，重要な書類の提出の際に必要となりますので，学生証は常に携行し，学生番号も間

違いのないように記憶しておいてください。

学生番号の構成は次のとおりです。

【文学部人文学科１番の学生の場合】

学部コード 元号コード 入学年度 一連番号

（２桁） （１桁） （２桁） （３桁）

０ １ ４ ２ ４ ０ ０ １

図書利用番号

学生番号
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４．授業の履修手続き

【学部コード】

学 部 学部ｺｰﾄﾞ 学 部 学部ｺｰﾄﾞ

文学部 ０１ 歯学部 ０７

教育学部 ０２ 薬学部 ０８

法学部 ０３ 工学部 ０９

経済学部 ０４ 環境理工学部 １０

理学部 ０５ 農学部 １１

医学部 ０６ マッチングプログラム １２

２ 講義番号
６桁の数字が講義番号です。授業科目を履修登録する際に使用する番号になります。

３ 教室
授業の開講されている教室は省略した名称で表示されます。事前に確認してから授業に行くように

してください。 【See→63㌻授業時間表，106㌻学内案内図・教室配置図参照】

４－３ 履修登録のしかた

皆さんは，各自の履修計画に基づいて，各期（前期，後期）ごとに履修しようとする授業科目を，

皆さん自身が，岡山大学内に設置されたパソコンを利用して「履修登録」を行うことになります。

履修登録のしかたについては，「初めて学務システムを利用する時」【See→138㌻】で確認してく

ださい。入力期間は，所属学部で異なりますので，注意してください。

履修登録手続きの流れは下図のとおりです。

学 生 事 務

教養教育科目履修の手引・授業時間表
および学生便覧等履修関係書類を受け
取る

履修計画を立て，前（後）期に履修す
る授業科目を決める

コンピュータ端末による履修登録

電算処理にて履修登録内容をチェック

翌日以降

コンピュータ端末により登録内容確認

エラー無 エラー有

手続き終了 修正手続き

注）履修登録の期間等は学部により異なりますので，所属学部で確認してください。
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４．授業の履修手続き

４－４ 「主題科目」の抽選について

「主題科目」は，教育上の効果や円滑な授業運営を図るため，受講者数の上限を決めています。

また，授業内容によりもっと少人数に制限されている授業科目もあります。

抽選登録期間終了後，「主題科目」の抽選を行います。

抽選結果の発表後、当選者は科目の変更はできません。
もし抽選漏れした場合は，欠員募集の科目について，所定の手続きにより，履修することができ

ます。（所定の手続きについては，別途掲示を行います。）

主題科目には抽選を行わない授業があります。【See→51㌻「（３）各科目の履修上のルール②主

題科目」】

また，主題科目に関するＱ＆Ａも参考にしてください。【See→134㌻「よくある質問（Ｑ＆Ａ」】

＊＊＊ 平成２４年度 前期 抽選日程予定表 ＊＊＊

授業開始前 授業開始４／９（月）

主題科目の 抽 選 抽選結果の 欠員募集・

抽選登録 発表・確認 履修登録

新入生： ～４／４（水）
４／８（日） ４／９（月）～５月上旬

在学生：２／２７（月）・２８（火）～４／４（水）

注）主題科目の抽選登録

１）新入生の場合は，「主題科目抽選カード」を提出してください。

２）在学生の場合はＷｅｂ（学外からも可）により登録してください。

＊＊＊ 平成２４年度 後期 抽選日程予定表 ＊＊＊

授業開始前 授業開始１０／１（月）

主題科目の 抽 選 抽選結果の 欠員募集・

抽選登録 発表・確認 履修登録

８月下旬～９月下旬 ９月下旬 ９月下旬 ９月中旬～１０月上旬

注）主題科目の抽選登録

１）在学生全員，Ｗｅｂ（学外からも可）により登録してください。

詳細な日程については，掲示でお知らせします。
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４．授業の履修手続き

４－５ 履修登録のルール

（１）教養教育科目授業時間表
「教養教育科目授業時間表」は，教養教育で開講される全ての科目を示した表です。教養教育で

は，さまざまな科目が開講されています。各科目によって履修対象や授業形態が異なりますので，

授業時間表及びシラバスをよく見て履修登録を行ってください。

（２）全学部共通の注意事項
教養教育科目全体の履修のルールや注意事項について確認しましょう。

① 履修登録・成績評価
授業科目はすべて学期単位で開講され，履修登録は学期ごとに行います。成績も学期ごとに

評価されます。

② 履修対象の学部・学科等
履修に際しては，授業時間表の「履修対象の学部，学科等」欄の指定およびシラバスの指示

に従ってください。「履修対象学部，学科等」以外の学生は履修できないので注意が必要です。

③ 重複履修の禁止
⑴ 既に修得した授業科目を再度履修登録してはいけません。ただし，一部の授業科目では

重複履修が認められています。

⑵ 同じ授業科目名の授業は，担当教員や授業内容が異なっていても，重複履修することは

できません。

⑶ 同一授業時間に開講される複数の授業科目を重複して登録することはできません。

⑷ 上記 ⑴，⑵にかかわらず，スポーツ実習は同一名の授業科目でも履修可能です。また

外国語科目の中にも重複履修できるものがあります。【See→99㌻「開講授業科目一覧」】

④ 外国人留学生の外国語科目
外国人留学生は，外国語科目の履修にあたって，母国語を外国語として履修することはでき

ません。

⑤ 夜間主コース授業の受講の禁止
昼間の学生は，夜間主コースの授業を履修することはできません。

（３）各科目の履修上のルール

① ガイダンス科目
各学部あるいは学科・課程ごとに当該学部所属学生を対象として開講されます。シラバス及

び掲示等の指示に従って履修してください。【See→99㌻「開講授業科目一覧」】

② 主題科目
主題科目は，定められた時間帯の曜日・時限で開講し，教育上の効果や円滑な授業運営を図

るため，履修人数の調整するための抽選を行います。

抽選は，各学期の開始前に行われます。抽選を行う履修対象グループごとに希望順位を付し，

Ｗｅｂにより主題科目抽選登録を行ってください。

新入生は，前期科目分のみ，オリエンテーション時に配布される抽選カードに希望順位を記

入し提出してください。

＜ 次の主題科目は抽選を行いません。シラバスをよく読んで手続きを行ってください。 ＞

ア） すべて英語で行われる主題科目（76㌻，89㌻）

この講義は全て英語で行われるので，英語力について受講要件があります。基本的に
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４．授業の履修手続き

「TOEFL iBT57 点以上（TOEFL PBT 490 点，TOEFL CBT 163 点以上に相当)，また

は TOEIC560 点以上，あるいはそれに相当する英語力」としています。

「ライフサイエンス入門」の履修希望者は，コーディネーター（大学院医歯薬学総合研究

科竹居孝二教員 kohji@md.okayama-e.ac.jp）に直接，学生番号と氏名をメールで知らせ

てください。

前期開講の「日本経済と政治の諸問題」，後期開講の「化学のフロンティア」，「農学の

最前線」は，講義の全て，もしくは一部が学部講義室等で行われ，教室の決定は後日とな

りますので注意してください。

留学生の来日日程の都合上，後期開講の授業は１０月９日から開始され，第１週は休講

となります。

イ） 集中講義で行われる主題科目

集中講義として開講される次の授業科目は，履修抽選を行いませんが，履修人数に

制限があります。履修希望者は，シラバス，掲示等の指示に従って手続きをしてくださ

い。

⑴ キャリア形成総合演習Ⅲ（専門スキルを身につける①初級）

⑵ キャリア形成総合演習Ⅲ（専門スキルを身につける②中級）

⑶ 国際貢献論

⑷ 国際貢献海外演習

ウ） 「その他」の時間帯で行われる主題科目

次の授業科目は，シラバスをよく読んで授業担当教員と相談の上，手続きをしてく

ださい。

⑴ 学生支援ボランティア実習Ⅰ

⑵ 学生支援ボランティア実習Ⅱ

⑶ 留学生支援ボランティア実習Ⅰ

⑷ 留学生支援ボランティア実習Ⅱ

エ） 「他学部が開講する専門教育科目（専門科目）で教養教育科目（主題科目）となるもの」

各学部が開講する専門教育科目（専門科目）を，開講学部・学科以外の学生が履修

し，単位を修得した場合は，専門教育科目として履修する場合を除き，教養教育科目

（主題科目または個別科目）として履修し，単位を修得することができます。

シラバスを熟読の上，受講に際しては，授業担当教員に，他学部学生である旨，申

し出てください。【See→95㌻】

③ 個別科目
個別科目は，教養教育科目授業時間表及びシラバスで指定された時間帯で履修することが

できます。

＜ 次の個別科目は抽選を行います。 ＞

次の授業科目は，個別科目として開講されますが，主題科目同様，抽選対象科目となりま

すので，受講希望者は，教養教育科目授業時間表の「履修対象の学部・学科等」欄およびシ

ラバスの指示に基づき，Ｗｅｂにより抽選登録を行い，抽選結果により履修してください。

授 業 科 目 名 講義番号

明治美術と西洋（平成21年度以前入学生対象） 911210

文化人類学の考え方（平成21年度以前入学生対象） 911234

地質学及び応用地質学（平成18・19年度以前入学生対象） 912456
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４．授業の履修手続き

④ 外国語科目

「学部教員が担当する英語」
教養教育科目授業時間表の「履修対象の学部・学科等」欄およびシラバスの指示に基づき，

所属する学部学科対象の授業を履修してください。前年度以前に単位未修得となった科目を
再履修する場合も，同様です。

「英語（ネイティブ）」
ア）入学時ＴＯＥＩＣ－ＩＰテスト結果により，クラス分けを行います。指定されたクラ

スを変更することはできません。
イ）入学時ＴＯＥＩＣ－ＩＰテストにおいて，本学の求める基準（３５０点）に達しなか

った場合は，英語（ネイティブ）（必修科目）を履修することができません。
この場合は，各自でＴＯＥＩＣテストを受験し，３５０点以上獲得するか，あるいは
基礎英語（前期・後期）を履修して４単位修得することが必要です。

事例１）９月末までにＴＯＥＩＣスコアが３５０点に達した場合

後期から「英語（ネイティブ）」の履修が可能になります。速やかにスコアシートを一

般教育棟Ａ棟２階学務企画課教養教育グループに提出して相談してください。

事例２）１０月以降翌年３月末までにＴＯＥＩＣスコアが３５０点に達した場合

翌４月から「英語（ネイティブ）」の履修が可能になります。速やかにスコアシートを

一般教育棟Ａ棟２階学務企画課教養教育グループに提出して相談してください。

事例３）ＴＯＥＩＣテストでは３５０点に達しなかった場合

基礎英語を前期と後期に履修して，２科目４単位を修得してください。翌４月から英語

（ネイティブ）の履修が可能になりますので，履修希望時間帯を一般教育棟Ａ棟２階学

務企画課教養教育グループに申し出てください。

ウ）一度履修し，単位未修得となった場合の再履修は，教養教育科目授業時間表及びシラ
バスの指示に基づき，希望する授業の担当教員の履修許可を得た上で履修してくださ
い。前期に単位未修得となり，後期に再履修する場合も同様です。
なお，ＴＯＥＩＣスコアによってクラス分けしていますので，クラスレベルを知りた
い場合は，一般教育棟Ａ棟２階学務企画課教養教育グループに申し出てください。

「種別英語」
ア）薬学部学生は１科目（２単位），薬学部以外の学生は２科目（４単位）まで履修する

ことができます。
イ）期別ごとに，学部・学科等が指定した科目の中から１科目（２単位）を履修してくだ

さい。期別ごとに履修できるのは１科目のみです。
ウ）各クラスとも４０名を基本としているため，１年次前期に履修希望科目の登録を行い

ます。
エ）前年度に単位未修得となった場合の再履修は，授業時間表及びシラバスの指示に基づ

き，希望する担当教員の履修許可を受けて履修してください。なお，前期に単位未修
得となった場合は，同一科目に関しては，後期に履修することはできませんので（２
年次生のみ。医学部医学科を除く。），翌年度以降に再履修してください。
なお，ＴＯＥＩＣスコアによってクラス分けしていますので，クラスレベルを知りた
い場合は，一般教育棟Ａ棟２階学務企画課教養教育グループに申し出てください。

「プレ上級英語」・「上級英語」
履修を希望する学生は，必ず最初の授業に出席し，担当教員にＴＯＥＩＣスコアシートを

提示した上で，履修の許可を得てください。

（４）他学部が開講する専門教育科目の履修について

各学部が開講する専門基礎科目のうち，「学部開講専門教育科目一覧表」（専門基礎科目・専門科目）
に記載する授業科目は，全ての学部の学生を履修対象として開講しています。

この専門教育科目を開講学部以外の学生が履修し単位を修得した場合は，当該一覧表に記載のとおり
教養教育科目の授業科目として取り扱われます。履修に当たっては，次の各事項に留意してください。

⑴ 開講学部，学期，曜日・時限および教養教育科目への対応についてよく確認の上，間違いのない
ようにしてください。（特に専門科目は，専門科目として履修する講義番号と教養教育科目として
履修する講義番号が異なりますので，注意してください。）

⑵ 授業計画等を確認する場合は，各学部シラバスを参照してください。
⑶ 他学部学生は，履修に際して授業担当教員に，他学部履修者である旨，申し出てください。
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５．受講上の注意

授業を受ける際に知っておかなければならないことを説明します。知らないばかりに授業

を受けられなかったり，必要な連絡ができなかったり，学生生活上の必要な支援が得られな

かったり，さまざまな不都合が生じることになります。受講上の基本的な注意については，

特に確認しておきましょう。

５－１ 教室

教養教育科目の授業は，主に一般教育棟を使用して開講されますが，学部の教室を使用する場合

がありますので注意してください。

詳しくは，63㌻「教養教育科目授業時間表」及び106㌻「学内案内図・教室配置図」を参照して

ください。

５－２ 授業に関する連絡

教養教育科目に関するいろいろな連絡は，次の方法で行われます。

定期的に，必ず確認してください。

（１）教養教育掲示板
教養教育関係の「休講」・「補講」・「お知らせ」等の情報を掲示します。

一般教育棟Ａ棟１階掲示板を定期的に確認してください。

（２）岡山大学ホームページ・学務システム（Ｗｅｂ）

教養教育掲示板を補完する意味で，岡山大学ホームページと学務システム（Ｗｅｂ）に情報

を掲載します。学務システムは携帯電話にも対応しています。

■ＵＲＬ http://www.okayama-u.ac.jp/

岡山大学公式ホームページの「在学生・保護者の方」のページにアクセスすると，学務システ

ムへのリンクが表示されます。

■学務システム携帯電話ＵＲＬ

https://kymm.adm.okayama-u.ac.jp/kyomu/jsp/mobile/lg01/lg01_main.jsp

ＱＲコード

５－３ 教室変更

授業開始後は，受講者数の増減に伴い，教室を変更することがあります。教室変更については，

一般教育棟Ａ棟１階掲示板を必ず確認してください。
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５．受講上の注意

５－４ 休講・補講

授業担当教員が，出張または病気等の理由で，担当する授業を休講する場合及びそれに伴う補講

を行う場合は，一般教育棟Ａ棟１階掲示板で通知しますので，毎日掲示を見るようにしてください。

５－５ 公欠・準公欠・その他の欠席

（１）公欠

以下の場合は，公欠として認められます。手続きは，所属学部の教務学生担当窓口で行ってく

ださい。

①気象警報・交通機関の運休による欠席

②親族が死亡したことによる欠席

③感染症に罹患したことによる欠席

【See→135㌻「学生の通学が困難となる事由が発生した場合における授業等の取扱いについて」】

（２）準公欠

以下の場合は，準公欠として認められます。手続きは，所属学部の教務学生担当窓口で行って

ください。

①裁判員制度に基づき裁判所へ出頭する場合，その他証人，参考人等として裁判所その他官公署へ

出頭することによる欠席

②骨髄移植のために骨髄液等の提供を行う場合等の欠席

③災害ボランティア活動に伴う欠席

（対象となる災害は公示しますので，掲示又はホームページにより確認してください。）

【See→135㌻「学生の通学が困難となる事由が発生した場合における授業等の取扱いについて」】

（３）その他の欠席

公欠や準公欠とならない事由（主に，56ページの表に掲げるもの）により授業を欠席をする場合

は，授業の欠席を届け出る際に，137ページに掲載している様式を使用することができます。（ただ

し，所属学部・研究科等により授業欠席の取扱い等が別途に定められている場合は，それに従って

ください。）

この欠席届を提出する場合は，記入した後，必要に応じて関連書類を添付の上，授業担当教員あ

てに直接提出してください。

この欠席届の提出にかかわらず，成績評価に当たっての配慮を行うかどうかについては，各授業

担当教員の判断に委ねられています。この欠席届の提出により，授業担当教員による成績評価にお

ける配慮を確約するものではありません。

なお，定期試験を欠席する場合は，この欠席届を使用せず，57ページの「６－４ 受験延期願

（追試験）」に従って，手続きを行ってください。
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【欠席届を使用することができる主な授業欠席の事由】

本学の教育施設 教育実習等 教育職員免許状又は保育士資格の取得のために必要な

以外で実施する 実習をいう。

授業等

介護等の体験 教育職員免許状（小学校及び中学校免許）の取得のた

めに必要な体験をいう。

インターンシ 本学の開講する授業で，単位認定を行う就業体験をい

ップ実習 う。

学外研修等 学部・研究科等において実施する学外研修及び学外施

設見学等をいう。

集中講義 授業実施期間中における集中講義をいう。

病気又はけが 学生の通学が困難となる事由が発生した場合におけ

る授業等の取扱いについて（平成２１年９月１６日

学長裁定）第４に規定する，学生が感染症に罹患し

た場合等の取扱いによらない病気又はけがをいう。

課外活動 岡山大学公認サークルの活動に伴う大会等への出場を

いう。

就職活動 授業実施期間中における就職活動をいう。

【See →137㌻「欠席届」様式】

【See →57㌻「６－４ 受験延期願（追試験）」】

５－６ レポートの提出

（１）レポートの作成
「授業科目名，担当教員名，学部，学科，学生番号，氏名」をレポートの表紙にわかりやすく記

入してください。レポートが複数枚になる場合は，ホッチキスで止めて提出してください。

レポート・論文の中で他人の意見を引用する場合は，引用がわかる表示が必要です。

（２）レポートの提出期限，提出場所
① 提出方法については，担当教員からの指示に従ってください。

② 指示された提出時間・期限を過ぎた場合，受理できませんので注意してください。

③ 提出場所が「一般教育棟」と指示された場合は，一般教育棟Ａ棟２階学務部前の廊下にある

「レポートボックス」に提出してください。設置時間は，平日８：３０～１７：００です。

レポート表紙

授業科目名

授業担当教員名

テーマ

学部・学科

学生番号

氏名
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６．試験及び成績の評価

６－１ 学期末試験・受験資格
試験日程の詳細は，前期は７月上旬，後期は１月中旬に一般教育棟Ａ棟１階掲示板に掲示します。
試験は原則として，前期・後期の学期末に行われ，授業時間数の３分の２以上出席していなければ，
受験資格を失います。ただし，病気その他やむを得ない理由による長期欠席者及び休学者については，
当該授業への出席日数が２分の１以上の場合に限り，審議の上受験を認めることがあります。

６－２ 受験心得
受験に当たっては，次の各事項に留意してください。

(1) 受験する学生は特別の指示がない限り，試験開始時刻の５分前までに所定の教室に入室を完了
すること。

(2) 監督者が指定した座席において受験すること。
(3) 受験中は必ず学生証を机上に置くこと。

ただし，学生証を紛失または忘れた場合は，監督者に申し出て，その指示に従うこと。
(4) 受験中，机上に置くことができるものは，学生証，筆記用具及びその他特に許可されたものに

限る。それ以外の携行品はカバン等に入れて，座席の下に置くこと。また，机の棚板（物入れ）
には何も置かないこと。

(5) 携帯電話や音の出る機器は，必ず電源を切っておくこと。
(6) 答案用紙には，所属学部名，入学年，番号および氏名等の必要事項を必ず万年筆またはボール

ペンで記入すること。
(7) 試験開始後２０分を経過するまでは退室できない。
(8) 試験開始後２０分を経過した場合は入室できない。
(9) 答案用紙は，特に指定がない場合，教卓上に提出するか，又は監督者に直接手渡すこと。

自己の机上に置いて退室すると当該授業科目の単位は認定しない。
(10) 受験に当たっては，厳正な態度で臨み，誤解を招くような態度や不正行為は厳に慎むこと。

なお，監督者の指示に従わない者，及び不正行為があると認められた者に対しては，学則第５８
条により厳重な懲戒処分を行う。

また，不正行為が判明した場合は，当該行為が行われた時点において既に単位が認定されている
授業科目を除いて，当該学生が当該学期に履修登録している全ての授業科目（通年で開講する授業
科目を含む。）の単位は認定しない。

６－３ 不正行為
不正行為が判明した場合は，当該行為が行われた時点において既に単位が認定されている授業科目

を除いて，当該学生が当該学期に履修登録している全ての授業科目（通年で開講する授業科
目を含む。）の単位は認定されないだけでなく，学則第５８条により厳重な懲戒処分を受け
ます。

６－４ 受験延期願（追試験）
病気その他やむを得ない事故等により定期試験の受験延期を希望する場合は，「受験延期願」（所定

様式）に，次の書類等を添付して，一般教育棟Ａ棟２階学務企画課教養教育グループへ提出しなけれ
ばなりません。

① 病気の場合は，医師の診断書
② その他の場合は，その事故等を証明する証明書

上記願出者で，受験延期を認められた者は，追試験の受験資格を得ることができます。ただし，追
試験の実施の有無は，授業担当教員の判断によります。

追試験は当初の試験日から２か月以内（後期末試験の場合はその学年末（３月３１日）まで）に受
験しなければなりません。

６－５ 成績の通知

学生の皆さんは，学務システム（Ｗｅｂ）により，成績を確認することができます。
また本学では，保護者の方との連携により，学生へのより適切な修学指導を行うことを目的として，

皆さんの成績（通算の単位修得状況）を保護者の方へ通知しています。
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７．学びのサポート

７－１ 教科書の購入方法

教養教育科目の各授業科目ごとのテキスト，教材，参考書および販売店等については，シラバスに

記載してありますが，この他，各期（前期，後期）の始めに教科書の販売店等の一覧表を一般教育棟

Ａ棟１階掲示板に掲示しますので，確認の上各取扱店にて購入してください。

７－２ 教科書の活用方法

大学における教科書の利用は，単に授業時間内に利用されるものではありません。１つの授業で伝

えるべき内容は大変たくさんあり，限られた授業時間内に伝えることのできる範囲は，氷山の一角に

すぎません。

授業では理解できないことや，疑問点を解消するために予習することが，授業を受講するのと同様

に大切なことです。自習用のテキストとしても大いに活用してください。

７－３ 大学内で自主的に学習したいとき

（１）図書館を利用する

図書の貸出，閲覧をはじめ，

図書館は皆さんが欲しいと思う

情報を収集できる場です。

中央館

▲

開館日・時間など図書館の詳細については，ホームページで確認してください。

●中央館（津島キャンパス） http://www.lib.okayama-u.ac.jp/

●鹿田分館（鹿田キャンパス） http://www.lib.okayama-u.ac.jp/shikata/

●資源植物科学研究所分館（倉敷地区） http://www.rib.okayama-u.ac.jp/library/index-j.htm

（２）一般教育棟内ＷＡＫＵ スクエア１・２，パソコン室を利用する２

ＷＡＫＵ スクエア１ 一般教育棟Ａ棟１Ｆ▼ パソコン室 一般教育棟Ａ棟２Ｆ▼２

利用時間 ８：００～２０：００ 利用時間 ８：３０～２０：００

ＷＡＫＵ スクエア２の利用時間 ８：００～２１：００２
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７．学びのサポート

７－４ 授業が分からない，授業について質問があるとき

（１）オフィス・アワーを活用する
オフィス・アワーとは，授業科目に関する学生の質問・相談等に応じるための時間として,教員が

研究室に在室している時間帯のことです。授業担当教員のオフィス・アワーはシラバスで確認するこ

とができます。

７－５ 外国語をもっと学習したいとき

授業以外で，外国語の学習を自主的に行いたい方のために，津島キャンパスに次のような施設が用

意されています。

（１）イングリッシュ・カフェを利用する （津島キャンパス大学会館１階）

イングリッシュ・カフェでは，

1)言語教育センター英語教員や留学生と，会話やゲームを楽しむフリータイム

2)英会話への苦手意識をなくすためのワークショップ・セミナー，

3)少人数の英会話やTOEFLのレッスン

4)英語に関連した自由参加型のイベント（カフェにて順次お知らせ），

などの活動を行います。

この他，英字新聞，雑誌，DVD，BS二ヶ国語放送（CNN，ABC等）も楽しめます。留学生や留学経験

者などとのコミュニケーションを通じて，身近な国際交流の場としても展開し，学生の皆さんが将来，

国際的に活躍するきっかけになることを願っています。

（２）語学演習室兼自習室を利用する （一般教育棟Ａ棟１階）

語学能力のスキルアップ支援施設として，語学演習室兼自習室を設置しています。

イングリッシュ・カフェ 大学会館１Ｆ▼ 語学演習室兼自習室 一般教育棟A棟１F▼

利用時間 ８：００～２０：００

７－６ 授業評価アンケート

このアンケートは，授業担当教員が受講学生とともに，授業をより良いものに改善していくことを

目的として実施しています。アンケートは，前期及び後期の学期末に実施されますので，ご協力をお

願いします。

アンケートの集計結果（教養教育科目（ガイダンス科目を除く））については，岡山大学教育開発

センターホームページに掲載されるとともに学務企画課教養教育グループおよび各学部教務学生担当

で閲覧することができます。

■教育開発センターホームページ

http://cfd.cc.okayama-u.ac.jp/ → 「授業評価アンケート集計結果（学内限定）」
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